惠心僧都における道心 by 久下, 陞
惠
心
僧
都
に
お
け
る
道
心
久
下
陞
目
次
一
ま
え
が
き
二
惠
心
僭
都
諸
傳
三
か
の
願
に
相
叶
う
四
道
心
の
門
五
衆
生
に
化
す
る
一
、
ま
え
が
き
ひ
と
り
の
高
僣
の
道
心
が
時
代
の
信
仰
に
大
き
な
影
響
を
與
え
る
事
実
を
わ
れ
わ
れ
は
平
安
後
期
に
お
い
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
高
僣
と
は
惠
心
僣
都
で
あ
り
、
そ
の
影
響
と
は
淨
土
教
に
新
た
な
展
開
の
支
點
を
與
え
た
『
念
佛
觀
』
の
形
成
で
あ
る
。
こ
の
聖
者
の
道
心
は
、
そ
の
生
涯
に
い
く
た
び
も
睨
皮
を
途
げ
、
深
化
の
度
を
深
め
て
ゆ
く
。
一
方
、
時
代
は
こ
の
こ
ろ
か
ら
徐
々
に
轉
じ
、
や
が
て
世
の
信
仰
に
質
的
な
轉
換
を
途
げ
る
。
そ
れ
は
『時
代
の
廻
心
』
と
も
稱
す
べ
き
劃
期
的
な
展
開
で
あ
っ
た
。
惠
心
僣
都
に
お
け
る
道
心
一
三
七
二
二
八
そ
の
生
涯
七
十
六
年
の
道
心
は
、
時
代
を
大
き
く
動
か
す
ま
で
に
、
死
後
百
八
十
年
の
歳
月
を
か
け
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
法
然
上
人
を
喚
ぴ
起
す
ま
で
、
濳
流
と
な
っ
て
民
衆
の
心
の
底
を
流
れ
て
ゆ
く
。
こ
の
小
論
に
お
い
て
は
、
深
く
人
心
に
投
影
し
て
い
っ
た
そ
の
菩
提
心
を
、
寂
後
約
九
十
年
の
問
に
書
か
れ
た
數
編
の
傳
記
の
人
間
像
に
尋
ね
た
。
「
上
求
菩
提
下
化
衆
生
。
」
阿
部
次
郎
著
『
三
太
郎
の
日
記
』
に
、
「
衆
生
を
化
す
る
こ
と
を
外
に
し
て
菩
提
に
到
る
の
途
は
な
い
の
で
あ
る
。
衆
生
を
救
ふ
事
に
よ
っ
て
の
み
自
己
を
救
ふ
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
」
「
こ
れ
は
大
な
る
斷
定
で
あ
る
。
さ
う
し
て
こ
の
斷
定
は
、
事
が
究
竟
の
救
ひ
に
關
す
る
限
り
、
恐
る
可
き
眞
理
を
含
ん
で
ゐ
る
に
違
ひ
な
い
。
」
(合
本
三
太
郎
の
日
記
第
參
)
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
眞
理
の
お
そ
ろ
し
さ
は
、
人
は
こ
の
斷
定
に
逹
す
る
た
め
に
己
が
生
涯
を
か
け
ね
ば
な
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
あ
ろ
う
。
ニ
ム
ル
ハ
ヲ
ニ
ス
ル
ナ
リ
ニ
こ
の
句
は
、
「上
求
二
菩
提
一
下
化
二
衆
生
一。」
と
訓
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
み
ず
か
ら
の
衆
生
性
に
徹
す
る
こ
と
の
他
に
菩
提
へ
の
道
は
な
い
と
自
覺
す
る
に
至
っ
た
僣
都
の
願
い
は
、
化
し
て
衆
生
に
な
り
き
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
所
願
の
と
お
り
、
こ
の
高
僭
の
像
も
ま
た
「衆
生
に
化
し
」
て
ゆ
き
、
そ
れ
に
應
じ
て
新
た
な
時
代
の
信
仰
が
熟
し
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
二
、
恵
心
僧
都
諸
伝
は
じ
め
に
こ
の
小
論
の
資
料
と
し
て
使
用
し
た
傳
記
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。
e
『
首
楞
嚴
院
廿
五
三
昧
結
縁
過
去
帳
』
こ
れ
は
結
縁
衆
の
命
絡
の
後
に
、
生
前
の
行
状
を
記
し
と
ど
め
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
寛
和
二
年
(九
八
六
)
九
月
十
五
日
、
慶
滋
保
胤
に
よ
っ
て
草
せ
ら
れ
た
『横
川
首
楞
嚴
院
二
十
五
三
昧
起
請
(八
箇
條
)』
に
は
、
レ
モ
ット
レ
ク
シ
ヲ
ニ
ス
ヲ
ニ
　
「
夫
他
界
雖
レ隔
。
舊
交
不
レ忘
。
須
下勒
二名
字
於
過
去
帳
一。
記
中
亡
日
於
往
生
院
上
。」
Q
と
あ
り
、
こ
の
記
録
は
結
衆
の
病
状
を
看
取
り
、
そ
の
命
絡
を
安
慰
す
る
集
會
の
別
處
、
往
生
院
に
置
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
『過
去
帳
』
は
そ
の
巻
頭
に
、
「
長
和
二
年
七
月
十
八
日
始
記
」
と
あ
り
、
惠
心
僭
都
入
寂
に
先
だ
つ
こ
と
四
年
、
僭
都
七
十
二
歳
の
時
に
起
草
さ
れ
て
い
る
。②
そ
の
所
載
の
『
前
權
少
僭
都
源
信
』
の
傳
は
寂
後
あ
ま
り
年
月
を
經
ず
し
て
編
集
さ
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
年
時
を
推
定
す
る
に
は
、
左
の
記
事
が
有
力
な
參
考
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
憂
。僣
都
,弟
子
観
。
年
來
居
在
.
近
江
國
哥
郡
石
倉
葬
去
年
+
月
到
嬉
陳
.一.身
年
襲
染
レ筋
二行
あ
調
劉
大
範
。
是
.最
後
.喉
陳
.
臨
鄒
.歸
・,
.其
.
後
僣
都
途
響
.
云
曜
年
春
夏
.碍
簸
必
.
楓
無
云
云
而
.鼠
糞
障
難
塗
本
意
芝
聞
。
寿
月
吉
寅
,時
.
夢
、見
甜
救
到
葎
都
至
・
僭
都
蟹
遠
鋲
叫
其
.路
.左
右
譜
縷
死
・亘
四
童
圭
形
服
茜
莞
・,
左
右
相
薩
テ
列
僭
而
亠め
・
大
途
禦
リ横
川
.迎
講
.箋
∵
僣
菓
テ
辱
騰
示
堅
爲
先
・
塾
大
聖
箴
凵久
・云
云
臨
諢
調
立
已
.脇
。
匹
西
。歩
鶴
。
能
救
翫
思
犠
.鬱
地
.歩
徳
此
.
憲
飆
印
時
、漸
与
唇
空
.
而
径
・
吐
職
.
昏
超
度
三
界
。
超
度
三
晃
。
再
三
駐
之
婁
覺
.繭
.後
。
語
穉
法
救
・
尼
賢
妙
笠
臨
、彼
些
N云
ぜ
都
入
臨
、驗
+
八
日
横
川
.
僭
壽
尊
憲
。
靴
二熱
壁
。
答
二今
月
+
日
入
瞽
、桑
慧
獅
實
・
諸
人
驚
壁
(蕩
鐃
廿
五
三
昧
結
縁
過
去
帳
)㈲
こ
れ
は
櫓
都
入
寂
の
あ
り
さ
ま
を
、
六
月
二
日
か
ら
日
ご
と
詳
し
く
記
し
た
直
後
に
提
示
さ
れ
た
挿
話
で
あ
る
。
「
去
年
十
月
」
近
江
國
か
ら
到
來
し
た
弟
子
能
救
は
、
生
前
の
僭
都
と
最
後
の
暇
乞
い
を
し
て
故
郷
へ
歸
っ
て
ゆ
く
。
そ
の
後
僣
都
は
書
を
迭
っ
て
、
「
明
年
春
夏
間
」
も
う
一
度
ぜ
ひ
會
い
た
い
と
言
っ
て
や
る
。
そ
う
し
て
い
る
問
に
、
能
救
は
六
月
十
日
、
僣
都
の
入
寂
往
生
の
姿
を
夢
に
惠
心
繪
都
に
お
け
る
道
心
ご
二
九
一
四
〇
見
る
・
十
八
日
に
な
っ
て
横
川
の
櫓
壽
尊
の
來
著
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
今
月
十
日
」
、
僣
都
の
入
寂
を
聞
き
、
夢
が
事
實
で
あ
っ
た
こ
と
に
驚
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
僣
都
の
入
寂
の
日
、
寛
仁
元
年
六
月
十
日
を
支
點
と
し
て
、
そ
の
前
年
十
月
よ
り
、
そ
の
翌
年
(寛
仁
元
年
)
六
月
十
日
ま
で
の
で
き
ご
と
を
記
し
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
雲
年
+
月
」
と
い
い
、
萌
年
春
夏
間
」
と
い
う
表
現
か
ら
推
定
す
れ
ば
、
こ
の
記
事
が
書
か
れ
た
年
時
の
上
限
は
寛
和
元
年
六
月
十
八
日
、
下
限
は
少
な
く
と
も
同
年
末
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
僣
都
入
寂
の
年
の
内
に
、
こ
の
『
過
去
帳
』
は
作
成
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
れ
に
つ
づ
い
て
「
又
有
訓
蚕
・
與
二僭
都
亘
師
弟
之
契
一・入
滅
.後
・
欲
羈
舞
.
瞽
所
亀
、夢
、藩
型
.」
ω
と
記
さ
れ
て
お
り
、
寂
後
少
な
く
と
も
數
か
月
以
上
の
經
過
は
見
込
ま
ね
ば
な
ら
な
い
。
以
上
に
よ
れ
ば
・
こ
の
傳
は
寛
仁
元
年
六
月
十
日
以
後
數
か
月
か
ら
、
し
か
も
年
を
越
さ
な
い
で
成
立
し
た
こ
と
を
證
し
う
る
。
だ
と
す
れ
ば
こ
れ
は
他
の
傳
に
比
し
て
入
寂
後
も
っ
と
も
近
い
年
時
に
成
っ
た
も
の
で
あ
る
。
⇔
『
大
日
本
法
華
經
驗
記
卷
下
所
録
楞
嚴
院
源
信
僣
都
傳
』
こ
の
傳
の
成
立
年
時
に
つ
い
て
は
、
の
「
首
楞
嚴
院
沙
門
鎭
源
控
長
久
元
年
季
秋
之
月
記
矣
當
師
滅
後
廿
四
年
其
詭
可
レ信
」
ー
と
別
記
あ
り
・
こ
の
観
一
・
四
・
年
、
ま
さ
繕
都
覆
二
+
四
年
で
あ
る
。
し
か
も
横
川
の
僣
の
手
に
な
っ
た
も
の
と
し
て
0
に
つ
ぐ
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
⇔
『延
暦
寺
首
楞
嚴
院
源
信
僭
都
傳
』
こ
の
傳
記
の
編
者
の
名
は
未
詳
で
あ
る
が
、
僭
都
入
室
の
遺
弟
で
あ
っ
た
横
川
慶
範
上
徳
と
相
談
し
て
二
、
三
の
記
事
を
加
え
た
旨
、
卷
末
に
記
さ
れ
て
い
る
ひ
於
是
、璽
暑
司
郎
・
裟
亟
乳
臥
恚
.笹
.郵
天
台
.驀
弦
下記
鉱
、僣
都
.至
乏
畫
餐
.
文
詞
殊
錮
.
蠶
不
レ九
・
致
籠
.著
二述
.僭
都
之
遺
美
マ
詬
.避
け席
.輒
ぼ
・
上
簍
行
肬
・
下
亂
.悉
能
塚
.
犠
、雖
冢
其
.文
"
。
粟
.
以
ダ
亡
竪
.劉
兩
皇
之
間
・
羨
夢
、瓦
僣
・
儀
.を
汝
巻
.聾
横
川
.僣
都
.臨
軌
・
答
氣
レ隗
.
覽
.薩
ω
真
桑
・
璽
嚢
叨
幽
筆
.銚
之
慮
彼
,記
録
之
態
加
下軌
,往
繙
都
入
室
.
遺
弟
・
横
川
.鸚
上
徳
、相
誂
.
藤
.宰
程
二藁
.
.嚮
ヲ
ビ
ノ
セ
ル
ノ
ヲ
の
卷
一日
之
行
事
。
及
耆
舊
傳
來
。
往
生
靈
異
趣
⑳
」
ー
こ
こ
に
竭
げ
ら
れ
た
「
天
台
碩
徳
」
と
は
誰
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る
が
、
「
記
二録
僣
都
夲
生
一之
書
一
卷
」
と
は
e
の
『
過
去
帳
』
所
載
の
傳
記
で
あ
ろ
う
。
理
由
は
、
こ
の
傳
記
の
文
と
過
去
帳
の
そ
れ
と
を
各
所
に
照
合
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
こ
の
傳
記
に
脱
落
の
個
所
が
あ
り
、
か
な
り
の
内
容
の
欠
如
を
思
わ
せ
る
が
、
『過
去
帳
』
の
文
に
よ
っ
て
そ
の
大
牛
を
埋
め
合
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。ω
こ
の
個
所
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
本
論
で
ふ
れ
る
つ
も
り
で
あ
る
。
「横
川
慶
範
」
と
は
、
二
十
一
歳
ま
で
僣
都
に
師
事
、
後
に
夲
等
院
初
代
の
別
當
と
な
り
、
康
夲
四
年
(
一
〇
六
一
)
に
寂
し
た
人
物
で
あ
る
。
故
に
こ
の
年
次
は
こ
の
傳
記
成
立
の
下
限
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
少
な
く
と
も
僣
都
寂
後
四
十
四
年
以
内
は
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
り
う
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
傳
記
の
卷
末
に
、
「
當
今
上
皇
帝
正
元
元
年
己
未
二
百
七
十
七
年
歟
」
㈹
の
記
載
が
あ
り
、
正
元
元
年
(
一
二
五
九
)
の
書
寫
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
傳
え
て
い
る
。
四
『績
本
朝
往
生
傳
・
權
少
僭
都
源
信
』
著
者
は
大
江
匡
房
。
そ
の
歿
年
は
天
永
二
年
(
=
二
)
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
以
前
の
成
立
と
見
て
繪
都
の
寂
後
約
九
十
年
の
作
で
惠
心
僣
都
に
お
け
る
道
心
一
四
一
一
四
二
あ
る
。
文
中
、
「
廿
五
三
昧
過
去
帳
云
」
と
か
、
「
別
傳
云
」、
あ
る
い
は
「
此
事
詳
二別
傳
一」
と
か
記
さ
れ
て
い
る
記
事
は
、⑲
そ
れ
ぞ
れ
前
記
e
お
よ
び
日
の
傳
記
を
指
し
て
い
る
。
日
の
方
は
そ
の
原
本
が
見
あ
た
ら
ず
不
明
の
ま
ま
、
あ
る
い
は
後
代
の
加
筆
か
と
も
言
わ
れ
て
い
た
が
、
大
正
の
初
年
、
僭
都
九
百
年
遠
忌
に
あ
た
り
、
『
惠
心
僣
都
全
集
』
の
編
集
の
際
、
叡
山
經
藏
か
ら
發
見
さ
れ
た
古
寫
本
と
そ
の
引
用
文
の
照
合
に
よ
っ
て
、
「別
傳
」
と
は
ま
さ
し
く
日
の
傳
記
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
⑩
こ
の
よ
う
に
、
僣
都
の
身
近
か
な
人
々
の
記
録
に
據
っ
て
忠
實
に
僣
都
の
姿
を
捉
え
よ
う
と
す
る
本
書
の
意
圖
は
高
く
評
價
さ
れ
て
い
い
と
田
心》り
。
㈲
『今
昔
物
語
卷
第
十
五
・
源
信
僣
都
母
尼
往
生
語
第
卅
九
』
こ
れ
も
僭
都
を
去
る
こ
と
九
十
年
以
上
の
作
品
で
あ
り
、
し
か
も
文
學
的
潤
色
を
否
定
し
え
な
い
た
め
に
、
資
料
と
し
て
の
價
値
に
は
疑
問
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
出
色
の
感
動
深
い
作
品
で
あ
り
、
僣
都
の
人
間
像
が
い
か
に
後
代
の
人
心
に
定
着
し
た
か
、
そ
の
姿
を
見
と
ど
け
る
た
め
に
、
輕
視
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
傳
11I
N
思
う
。
こ
の
他
に
、
享
保
三
年
(
一
七
一
八
)、
大
和
の
恕
哲
の
作
に
な
る
『
慧
心
院
源
信
僣
都
行
實
』
が
あ
り
、
あ
る
い
は
ま
た
、
元
治
二
年
(
一
八
六
五
)、
叡
山
の
法
龍
の
作
に
な
る
『
惠
法
僭
都
繪
詞
傳
』
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
遙
か
に
世
を
隔
て
た
著
作
で
あ
り
、
こ
の
小
論
の
靦
野
の
外
に
あ
る
。
三
、
か
の
願
に
相
叶
う
『首
楞
嚴
院
廿
五
三
眛
結
縁
過
去
帳
』
に
左
の
記
事
が
録
さ
れ
て
い
る
。
程
年
有
、人
穐
曝
罵
和
上
.智
徐
直
無
奪
俺
所
隊
行
法
・
銭
何
.魯
.
。ヤ、
宗
・
答
.
麁
戚
寡
又
問
.諸
行
之
中
、
些
レ理
.織
囲
膓
卵
リ,念
佛
之
時
甑
観
"マ潔
身
岬丞
㏄
答
.只
胤
齢.、
替
臨
幻
又
問
.何
ゾ孔
口観
"
マ
ハ理
の
答
.往
生
之
業
い
稱
各
モ一ア可
け凪
。本
リ
セ
リ
ノ
ヲ
ユ
ゼ
ヲ
シ
ス
レ
バ
ビ
ン
ト
ヲ
サ
シ
ト
ズ
ル
ノ
ヲ
バ
カ
ニ
シ
シ
ト
ル
コ
ト
ル
ニ
ノ
ヲ
存
二
此
念
一
。
故
不
レ
觀
レ
理
。
但
欲
レ
觀
レ
之
。
亦
不
レ
爲
レ
難
。
我
觀
レ
理
時
。
心
明
通
逹
。
无
レ
有
二
障
碍
一
。
云
云
見
二
其
意
氣
殉
タ
リ
キ
ニ
カ
ニ
ス
レ
パ
ヲ
ニ
シ
テ
リ
ヲ
カ
ズ
ル
ノ
ヲ
ニ
シ
テ
カ
ラ
ソ
レ
ニ
バ
ク
ル
所
解
似
レ深
。
今
靜
念
レ
之
。
一
念
實
相
。
萬
縁
遮
レ
心
。
誰
觀
レ
理
時
。
明
了
無
レ
碍
乎
。
是
末
代
希
有
之
事
也
。
蛇
能
知
二蛇
ヲ
カ
ラ
シ
ル
モ
ノ
バ
ク
ハ
ナ
ラ
ニ
ス
ヲ
　
り
足
而
智
者
自
可
レ知
。
抑
僭
都
心
無
二
諂
誑
一。
言
不
二過
實
殉
故
仰
二信
之
ご
ー
獪
都
自
身
は
理
觀
す
ら
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
心
意
は
明
徹
し
、
何
の
障
礙
も
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
僭
都
の
念
佛
は
觀
念
の
そ
れ
で
は
な
く
、
稱
名
一
途
だ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
往
生
の
業
に
は
そ
れ
で
充
分
だ
と
い
う
信
念
に
支
え
ら
れ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
僣
都
と
の
問
答
の
形
で
示
さ
れ
、
獪
都
自
身
の
口
か
ら
そ
れ
が
語
ら
れ
て
い
る
。
僭
都
入
寂
後
間
も
な
く
し
て
書
か
れ
た
こ
の
傳
記
は
、
惠
心
僣
都
の
人
間
像
を
こ
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
入
寂
後
四
十
四
年
の
間
に
編
集
さ
れ
た
『
延
暦
寺
首
楞
嚴
院
源
信
僣
都
傳
』
働
に
も
こ
の
記
事
を
と
り
あ
げ
、
そ
し
て
ま
た
、
大
江
匡
房
の
著
し
た
『續
本
朝
往
生
傳
』
に
も
、
「
別
傳
云
」
と
し
て
同
樣
の
記
事
を
載
録
⑱
し
て
い
る
と
こ
か
ら
す
れ
ば
、
僣
都
入
寂
後
約
九
十
年
に
お
い
て
も
こ
の
像
は
崩
れ
な
か
っ
た
も
の
ど
み
え
る
。
僣
都
寂
後
二
十
四
年
に
し
て
書
か
れ
た
『大
日
本
法
華
經
驗
記
』
載
録
の
『楞
嚴
院
源
信
檜
都
傳
』
に
は
右
の
記
事
は
な
く
、
臨
絡
の
時
點
を
捉
え
て
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
、い
る
。
ノ
ハ
ニ
シ
テ
タ
リ
ニ
リ
ソ
ヌ
メ
テ
ヲ
ニ
シ
タ
マ
フ
テ
ノ
ノ
ヲ
「櫓
都
氣
色
念
々
。
似
二入
滅
近
々
而
大
衆
皆
還
畢
。
留
二
慶
砧
阿
闍
梨
↓
密
々
示
言
。
年
來
之
間
。
以
一
一
乘
善
根
事
理
功
徳
一。
シ
ニ
フ
ク
ヲ
ノ
ニ
リ
テ
リ
セ
リ
ハ
ノ
ノ
ハ
ヘ
ニ
シ
ヲ
廻
二向
西
方
↓
願
レ往
一極
樂
上
品
下
生
一。
今
有
一
二
天
童
司
而
來
下
言
。
我
兜
率
天
彌
勒
菩
薩
使
者
也
。
聖
人
偏
持
二法
華
經
つ
深
.艦
ヨ
乘
.
理
叨
以
詩是
,功
徳
↓。
當
匹
生
コ兜
傘
†
是
.故
.我
等
爲
レ泓
コガ
聖
人
叨
今
飛
コ此
處
畔
私
ゴ數
萬
.天
一可
コ
迎
攝
覗
我
等
惠
心
僣
都
に
お
け
る
道
心
一
四
三
一
四
四
ク
ニ
グ
ル
ト
ツ
テ
ニ
ク
レ
テ
ニ
ラ
ン
エ
ニ
モ
シ
ト
メ
タ
ル
ク
リ
ズ
ル
テ
テ
ノ
且
爾
告
耳
。
僣
都
語
二
天
童
一
言
。
生
一
兜
率
天
一
。
奉
レ
見
二
慈
尊
一。
雖
レ
無
二
極
善
根
殉
弟
子
。
頃
年
深
有
レ
所
レ
願
。
捨
二
身
他
ニ
ュ
ク
ヲ
シ
テ
ニ
エ
ニ
セ
ソ
ヲ
ヘ
テ
ヲ
リ
タ
バ
バ
ヲ
ニ
ニ
ス
ヲ
ク
リ
テ
テ
世
一
。
往
二
生
極
樂
一
。
而
見
二
彌
陀
一
。
聽
二
聞
妙
法
一
。
慈
尊
加
レ
カ
。
途
二
我
極
樂
世
界
一
。
當
レ
拜
二彌
勒
一。
天
童
早
還
。
以
ニ
ノ
ヲ
ニ
ス
ニ
ゴ
ロ
リ
ニ
リ
ジ
タ
マ
ヲ
ノ
ニ
ク
ヒ
ズ
ビ
ン
ト
ニ
キ
リ
テ
シ
テ
ヲ
セ
リ
ハ
サ
此
誓
言
一。
當
レ啓
二
慈
尊
一
云
云
又
近
頻
觀
音
來
現
。
是
故
無
レ疑
必
生
二極
樂
組
慶
砧
阿
闍
梨
聞
已
。
流
レ涙
隨
喜
。」
¢
ひ
と
え
に
法
華
-經
を
持
し
、
深
く
一
乘
の
理
を
解
し
た
僭
都
は
そ
の
善
根
の
故
に
、
彌
勒
菩
薩
の
招
き
を
受
け
る
。
と
こ
ろ
が
、
一
生
補
處
の
地
位
を
約
束
せ
ら
れ
る
兜
率
天
上
生
を
目
前
に
し
な
が
ら
も
、
一
切
の
善
根
功
徳
を
西
方
極
樂
に
廻
向
し
、
他
を
顧
み
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
聖
者
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
惠
心
像
に
見
ら
れ
る
土
ハ通
の
搖
曳
を
わ
れ
わ
れ
は
ど
の
よ
う
に
解
す
べ
き
か
。
理
觀
を
放
棄
し
て
稱
名
を
選
び
、
兜
率
上
生
の
招
き
を
辭
し
て
た
だ
西
方
極
樂
上
品
下
生
を
願
う
聖
者
に
「
所
解
似
レ深
」
と
し
て
「
仰
信
」
し
、
「
流
レ涙
隨
喜
」
す
る
人
々
の
心
情
を
推
察
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
傳
記
の
人
間
像
は
、
己
が
理
想
像
の
投
影
で
あ
る
。
だ
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
僣
都
の
指
に
執
著
し
た
覗
線
が
、
そ
れ
が
ゆ
び
さ
す
方
向
に
轉
じ
は
じ
め
た
時
代
の
思
潮
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
僭
都
の
願
っ
た
と
こ
ろ
に
こ
そ
、
僭
都
の
眞
の
姿
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
時
代
は
そ
れ
を
捉
え
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
僣
都
の
寂
後
四
十
年
、
『
法
華
驗
記
』
が
書
か
れ
て
か
ら
十
七
年
、
そ
れ
は
永
承
七
年
(
一
〇
五
二
)
の
こ
と
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
末
法
第
一
年
を
迎
え
る
。㈲
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
間
の
事
情
を
語
る
に
實
に
象
徴
的
な
思
想
史
的
事
象
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
人
々
は
こ
の
間
に
一
乘
善
根
事
理
の
功
徳
を
失
い
、
理
觀
を
斷
念
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
く
な
っ
て
ゆ
く
。
ハ
ケ
レバ
シ
スル
コ
ヲ
ツテ
シ
ク
マヒ
メ
テ
ラ
セ
シメ
タ
マフ
ヲ
　
「
衆
生
障
重
。
觀
難
二成
就
一。
是
以
大
聖
。
悲
憐
直
勸
專
稱
二
名
字
一。」
α
ノ
ハ
シ
ノ
シ
テ
ヲ
ル
ル
マ
ヲ
ニ
ゆ
り
「
極
重
惡
人
無
二
他
方
便
一
。
唯
稱
二
彌
陀
一。
得
レ
生
二
極
樂
一
。
」
α
往
生
要
集
の
こ
の
句
々
に
、
新
た
な
自
覺
を
も
っ
て
人
々
の
眼
は
注
が
れ
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
ま
た
、
ク
レ
ル
モ
ノ
ノ
ヲ
レ
ド
モ
ル
ル
て
ヲ
ニ
ハ
ラ
の
「
謂
造
二
五
逆
罪
一。
亦
得
レ
生
二
西
方
一
。
兜
率
不
レ
爾
。
」
α
と
い
う
一
句
に
接
し
た
と
き
、
兜
率
と
樹
比
の
上
で
、
改
め
て
ゆ
び
さ
さ
れ
た
西
方
へ
の
意
義
を
人
々
は
認
識
し
は
じ
め
る
の
で
あ
る
。
『
往
生
要
集
』
大
文
第
三
極
樂
證
據
・
第
二
封
兜
率
の
章
は
、
そ
う
し
た
意
味
で
極
め
て
重
大
な
一
章
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
兜
率
上
生
の
願
か
ら
極
樂
往
生
の
願
へ
と
轉
換
す
る
理
論
的
根
據
を
こ
の
章
は
與
え
た
に
相
違
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、
こ
の
二
つ
の
世
界
の
質
の
差
異
で
あ
る
よ
り
も
、
願
生
を
め
ざ
す
わ
れ
ら
の
側
の
問
題
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
以
上
二
つ
の
惠
心
像
の
も
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
矛
盾
は
、
惠
心
僭
都
の
著
、
『
往
生
要
集
』
の
思
想
の
時
代
へ
の
浸
透
の
度
を
示
し
て
い
る
ζ
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
換
言
す
れ
ば
、
固
定
し
つ
つ
あ
っ
た
天
台
教
學
の
呪
縛
か
ら
、
身
を
よ
じ
っ
て
離
腕
し
て
い
っ
た
時
代
思
潮
の
、
こ
れ
は
惠
心
像
の
把
握
の
道
程
の
記
録
な
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
う
し
た
轉
換
期
に
立
つ
僣
都
の
置
か
れ
た
立
場
と
、
め
ざ
す
方
向
と
を
、
こ
れ
ら
の
記
事
は
い
み
じ
く
も
捉
え
て
い
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
僣
都
の
臨
絡
の
次
第
と
後
日
談
と
を
、
『
續
本
朝
往
生
傳
』
は
次
の
よ
う
に
録
し
て
い
る
。
ニ
ハ
ニ
シ
テ
レ
シ
テ
エ
タ
マ
ヘ
リ
ハ
ニ
フ
ノ
ヲ
フ
ル
ニ
テ
シ
タ
マ
フ
ヲ
ノ
カ
ナ
リ
ニ
ゆ
「
最
後
臨
絡
。
專
心
不
レ
亂
。
念
佛
而
繦
。
後
日
覺
超
僭
都
。
夢
問
二
其
生
處
一。
答
以
二
下
品
一
。
此
事
詳
二
別
傳
一
。
」
矼
こ
の
『
別
傳
』
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
『
延
暦
寺
首
楞
嚴
院
源
信
僣
都
傅
』
で
あ
る
が
、
今
そ
れ
を
檢
す
る
に
、
こ
れ
に
應
ず
る
tlna
載
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
こ
の
傳
記
に
は
、
原
本
九
紙
に
わ
た
り
脱
落
の
旨
、
補
註
が
あ
る
。
⑳
多
分
、
そ
こ
に
埋
沒
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
殘
闕
は
『
首
楞
嚴
院
廿
五
三
昧
結
縁
過
去
帳
』
に
よ
っ
て
補
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
次
の
文
で
あ
る
。
リ
リ
ノ
シ
テ
ラ
ン
ト
ヲ
ス
ル
ニ
ニ
ュ
ニ
ゥ
テ
ク
レ
タ
マ
フ
ニ
ト
フ
「
有
一
一
僣
↓
與
二
僣
都
一
有
二
師
弟
之
契
↓
入
滅
後
ρ
欲
レ
知
一
生
處
一。
數
月
所
念
。
夢
見
二
僣
都
一
。
問
云
。
生
二
極
樂
一乎
。
答
ク
フ
レ
タ
リ
ト
シ
ト
フ
ト
レ
フ
ノ
ニ
ヒ
タ
マ
フ
ト
フ
カ
ニ
レ
タ
ル
ガ
ヲ
ニ
フ
ト
フ
ノ
カ
ナ
ラ
ニ
シ
タ
マ
フ
ト
フ
可
レ
言
レ
生
。
亦
可
レ
言
レ
不
レ
生
。
問
何
故
云
レ
爾
。
答
纔
免
レ
苦
故
云
レ爾
。
問
此
言
不
レ
明
。
實
往
生
歟
。
答
リ
ト
フ
ニ
ゲ
タ
マ
ヘ
パ
ヲ
シ
タ
マ
フ
ト
ト
フ
モ
ス
ト
ト
フ
シ
ニ
タ
マ
ヘ
バ
ヲ
ガ
ニ
ニ
ヒ
タ
マ
フ
シ
ト
フ
ト
レ
ト
然
。
問
既
途
二
本
意
而
爲
二
大
喜
一乎
。
答
最
爲
二大
喜
一。
問
若
既
得
レ
生
。
何
故
前
云
二
亦
可
プ言
レ不
レ
生
乎
。
惠
心
僣
都
に
お
け
る
道
心
一
四
五
一
四
六
フ
シ
セ
ル
ノ
ヲ
　
リ
ニ
ニ
フ
ト
レ
ト
ゥ
テ
ラ
ノ
ヲ
ク
キ
ヤ
ル
ニ
ヤ
ト
フ
ト
カ
ラ
ル
答
聖
衆
雲
集
。
圍
二
繞
佛
一時
。
我
在
二最
外
一。
故
亦
言
レ
不
レ
生
也
。
又
問
二
自
事
一
云
。
我
可
レ
生
二
淨
土
一不
。
答
不
レ
可
レ
生
。
ブ
リ
テ
カ
ノ
ト
カ
ラ
ル
フ
ナ
レ
バ
ト
フ
ニ
ハ
ル
カ
ラ
ル
ト
フ
モ
ナ
リ
ト
リ
ノ
ノ
キ
ヘ
パ
問
有
二
何
過
一り
不
レ可
レ生
。
答
汝
怠
慢
也
。
問
絡
不
レ可
レ生
乎
。
答
汝
雖
二怠
慢
一。
有
二成
佛
願
殉
此
事
善
哉
っ
譬
シ
リ
テ
セ
ラ
ル
ル
ニ
ニ
シ
ラ
バ
ラ
ル
ガ
ヲ
モ
シ
ク
ノ
モ
ム
ト
ニ
シ
ト
ヲ
フ
シ
如
下
有
レ
人
禁
一
固
深
屋
,
o
若
有
二
智
惠
一
。
自
得
中
逃
冤
上
。
成
佛
之
願
。
亦
復
如
レ
是
。
雖
レ
況
二
生
死
一。
可
レ
得
二
出
離
一
。
聞
若
ラ
バ
テ
ノ
ヲ
キ
ヤ
ル
ニ
ヤ
ト
プ
リ
テ
ク
ン
バ
ホ
テ
サ
ソ
ト
シ
ト
フ
シ
イ
ノ
ヲ
く
セ
バ
キ
グ
ノ
爾
以
二
此
願
一
可
レ
生
二
淨
土
一不
。
答
有
レ
願
無
レ
行
。
獪
以
爲
レ
難
。
問
若
悔
二
往
日
過
一。
今
埆
精
勤
者
。
可
レ
途
二
往
生
ヲ
ト
リ
テ
ノ
ニ
ク
ヘ
タ
マ
ハ
ニ
ク
シ
タ
マ
ヒ
ヘ
テ
ク
ホ
シ
ト
ソ
ル
ル
コ
ト
ニ
ニ
リ
ト
願
一乎
。
至
二
于
此
問
一
。
暫
不
レ
答
レ
之
。
少
時
思
惟
答
云
。
獪
難
。
云
云
凡
生
二
極
樂
一
。
極
難
之
事
也
。
故
我
在
ニ
ニ
ク
ヤ
ノ
ヲ
ス
ル
ワ
カ
ラ
り
最
外
一
。
聞
二
此
事
一
也
。
慚
愧
不
レ
少
。
」
②
夢
に
僭
都
に
ま
み
え
た
僣
が
、
そ
の
生
處
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
答
は
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
鋭
く
切
り
込
ん
で
ゆ
く
ひ
た
む
き
な
問
い
の
う
ち
に
、
明
ら
か
に
な
つ
て
い
っ
た
の
は
、
僭
都
の
位
置
は
極
樂
の
最
外
で
あ
る
ど
い
う
事
實
で
あ
っ
た
。
僭
都
に
し
て
そ
う
で
あ
る
。
成
佛
の
願
は
そ
れ
ほ
ど
に
成
就
し
が
た
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
思
い
知
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
難
澁
な
答
え
は
、
淨
N
土
往
生
に
は
こ
の
現
身
の
ま
ま
の
「
今
増
精
勤
者
」
の
一
線
上
に
は
求
む
べ
く
も
な
い
、
飛
躍
と
轉
換
、
い
わ
ば
廻
心
へ
の
何
も
の
か
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
さ
せ
る
。
こ
れ
は
後
述
せ
ん
と
す
る
『道
心
』
に
關
わ
る
問
題
で
あ
る
。
こ
の
あ
と
、
い
わ
ゆ
る
『
別
傳
』
は
次
の
よ
う
な
挿
話
を
傳
え
て
い
る
。
こ
れ
も
や
は
り
『過
去
帳
』
の
踏
襲
で
あ
る
が
、
注
目
す
べ
き
一
章
で
あ
る
。
テ
ノ
ニ
セ
ル
ニ
ヲ
カ
ラ
ジ
ヲ
シ
タ
マ
フ
ニ
ヲ
ノ
ニ
ノ
ク
ノ
カ
リ
キ
「今
依
二此
夢
一。
思
二惟
舊
事
一。
僣
都
往
年
自
案
二經
文
一。
圖
二繪
彌
陀
來
迎
之
影
像
一。
其
中
比
丘
衆
多
菩
薩
衆
少
。
人
恥
.
賜
.云
助
何
.故
喜
薩
.少
難
.,气
皇
下
晶
.蕈
鳳
復
臨
・
何
ゾ
喬
堕
上
・肌
。
激
.
墜
.7
品
蚕
篭
揣
義
鍔
也
併
」
鋤
今
、
こ
の
夢
に
よ
っ
て
思
い
あ
た
る
節
が
あ
る
と
し
て
、
僣
都
は
す
で
に
生
前
、
下
品
願
生
の
思
い
を
洩
ら
し
て
お
ら
れ
た
し
、
そ
の
所
行
も
そ
れ
に
依
っ
て
い
ら
れ
た
が
、
あ
る
時
、
ど
う
し
て
上
品
を
願
わ
ず
、
下
品
な
ん
ど
を
願
わ
れ
る
か
と
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
そ
の
答
は
「
揣
二
我
分
一
也
」
と
い
う
こ
と
で
あ
ウ
た
と
詛
し
て
い
る
α
そ
し
て
さ
ら
に
語
を
つ
い
で
v
「其
・近
習
・弟
子
・
遇
コ絡
亘
薯
・
相
.譏
.臥
大
漸
之
事
・
襲
..
ル
.
.讃
蕪
量
建
下
品
上
中
二
生
之
文
鋸
相
碗
.循
堕
・
勤
..下
品
之
蓮
塁
歟
娘
露
.之
夢
・
所
匕
露
冢
不
レ能
真
墾
・-
」
㈱
そ
の
臨
終
に
當
っ
て
觀
經
下
品
の
章
を
讀
誦
し
た
弟
子
た
ち
の
意
中
は
、
師
の
夲
常
の
志
に
こ
た
え
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
「
揣
二我
分
匚
と
は
、
僣
都
が
身
を
も
っ
て
示
さ
れ
た
願
生
の
姿
で
あ
っ
た
。
僣
都
の
生
處
を
極
樂
の
最
外
と
し
、
下
品
の
蓮
臺
と
す
る
こ
の
思
想
は
、
繪
都
の
善
業
に
對
す
る
相
鍬
的
な
評
價
で
は
な
く
し
て
、
下
晶
こ
そ
我
等
が
分
と
す
る
僭
都
の
心
情
に
對
す
る
率
直
な
理
解
か
ら
出
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
私
情
を
交
え
な
い
、
『
往
生
要
集
』
へ
の
忠
實
な
信
憑
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
、四
、
道
心
の
門
『
續
本
朝
往
生
傳
』
に
は
、
次
の
よ
う
な
挿
話
が
ひ
そ
や
か
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
共
、醜
月
、営
閣
慮
、蟻
念
辱
甥
之
後
・
九
、悔
.日
.
。
衾
之
事
頗
、亘
.
瀞
淨
業
之
昼
.
是
.又
魔
縁
熄
云
云
才
學
,
慢
心
常
軌
於
懷
∵
聾
此
.深
ク載
道
心
.
肌
。
」
㈱
名
月
に
對
し
、
高
閣
に
坐
し
て
獨
り
靜
寂
の
境
に
念
佛
三
昧
に
入
る
僣
都
の
心
境
は
、
清
ら
か
に
澄
み
わ
た
り
、
幾
多
の
先
徳
高
僭
の
到
達
し
た
透
徹
の
境
に
違
い
な
か
っ
た
。
そ
の
時
で
あ
る
。
ぴ
し
り
と
、
嚴
し
い
鞭
が
加
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
自
己
滿
足
、
自
己
陶
醉
に
封
す
る
自
省
で
あ
り
、
悔
悟
で
あ
る
。
山
を
擧
げ
て
貴
族
肚
會
、
世
俗
權
勢
の
滔
々
た
る
奔
流
の
中
に
沒
し
て
い
た
時
勢
の
中
で
・
僭
都
を
し
て
そ
う
し
た
名
聞
利
養
か
ら
徹
頭
徹
尾
遠
ざ
け
た
も
の
は
、
才
學
の
慢
心
に
對
す
る
自
省
の
鞭
で
あ
っ
た
。
偉
大
な
る
が
故
に
き
び
し
く
、
誠
實
な
る
が
故
に
執
拗
に
課
せ
ら
れ
る
こ
の
試
練
と
、
櫓
都
は
戰
い
つ
づ
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
開
惠
心
僭
都
に
お
け
る
道
心
一
四
七
一
四
八
か
れ
て
い
っ
た
の
が
念
佛
の
一
門
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
道
程
は
常
に
悔
悟
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
。
し
か
も
こ
れ
は
懦
弱
な
自
己
放
棄
に
由
來
す
る
の
で
は
な
く
、
強
靱
な
意
志
の
所
産
で
あ
る
。
「
深
赴
二
道
心
門
一」
と
は
こ
の
謂
で
あ
る
。
こ
う
し
た
限
り
な
い
自
己
内
奥
の
透
徹
の
兆
し
は
、
す
で
に
そ
の
幼
少
の
頃
に
始
ま
っ
て
い
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
『
延
暦
寺
首
楞
嚴
院
源
信
僣
都
傳
』
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
話
が
傳
え
ら
れ
て
い
る
。
ロ
ニ
シ
テ
リ
リ
に
レ
バ
ユ
マ
ヲ
ノ
ユ
テ
ノ
ニ
シ
「僣
都
幼
而
岐
嶷
。
有
二成
人
之
量
殉
自
レ垓
至
レ童
。
不
レ好
一克
戯
而
正
。
五
。
九
。
三
箇
之
月
。
於
三
咼
尾
蘭
若
一。
齋
戒
精
勤
ゆ
ヘ
ヲ
ム
ラ
ク
ニ
リ
ニ
リ
に
ノ
ル
ジ
カ
ラ
ノ
ニ
リ
リ
テ
ノ
ヲ
フ
ヲ
ニ
不
レ
雜
二
人
事
一
。
夜
夢
。
寺
中
有
二
經
藏
一℃
藏
中
有
二
大
少
二
鏡
。
明
暗
不
ブ
同
。
其
處
有
レ
僣
。
握
二
一
暗
鏡
一
。
與
二
此
兒
童
一。
兒
の
ソ
ジ
テ
ケ
ヲ
ス
ヲ
ヒ
ジ
テ
ク
ノ
ハ
ズ
レ
ガ
ニ
テ
ノ
に
ヲ
リ
ニ
シ
フ
ヲ
メ
ヨ
童
不
二肯
受
フ
之
。
欲
一一大
明
鏡
一。
僣
相
談
日
。
彼
明
鏡
非
二
是
汝
分
一。
以
二
此
少
鏡
一
。
到
二
於
横
川
一
。
可
レ
加
二
磨
瑩
幻
努
　
　ヲ
メ
ヨ
メテ
に
ラ
シメ
ヨト
ム
ト
ハ
ル
ラ
ナ
ルヤ
ヲ
に
努
々
自
愛
。
兒
童
夢
覺
。
横
川
者
不
レ知
二何
處
一
而
已
。
」
お
そ
ら
く
こ
の
説
話
は
後
年
、
入
室
側
近
の
孑
弟
に
語
ら
れ
た
回
想
で
あ
っ
た
ろ
う
。
高
尾
寺
の
一
坊
の
中
で
一
人
の
僭
に
よ
っ
て
與
え
ら
れ
た
こ
の
教
訓
は
、
幼
い
魂
に
焼
き
つ
い
て
離
れ
な
か
っ
た
。
夢
か
現
實
か
は
も
は
や
問
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
幼
年
期
か
ら
少
年
期
に
向
か
う
こ
の
重
要
な
時
期
に
、
人
生
の
理
想
が
雲
の
如
く
湧
き
出
る
、
い
わ
ば
立
志
の
年
齢
に
、
人
間
形
成
の
核
と
も
い
う
べ
き
自
我
意
識
の
め
ざ
め
に
、
思
い
知
ら
さ
れ
た
の
は
、
地
方
の
名
族
の
末
裔
を
父
に
持
ち
、
斜
陽
末
流
の
血
を
母
に
受
け
た
己
が
出
自
の
限
界
で
あ
っ
た
。㈲
古
代
貴
族
肚
會
の
も
つ
彊
固
な
枠
組
み
の
中
で
、
理
想
に
目
覺
め
た
一
人
の
俊
英
な
少
年
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
は
餘
り
に
も
苦
し
い
桎
梏
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
わ
れ
わ
れ
の
想
像
を
繦
す
る
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
教
訓
は
、
以
後
の
人
生
に
お
い
て
、
こ
の
少
年
を
繦
え
ざ
る
「
磨
瑩
」
に
驅
り
た
て
る
と
ヒ
も
に
、
こ
の
桎
梏
は
有
形
無
形
の
抑
壓
と
な
っ
て
そ
の
成
長
過
程
の
中
に
作
用
し
つ
づ
け
る
の
で
あ
る
。
⑳
よ
う
や
く
、
齢
六
十
に
し
て
權
少
檜
都
に
任
ぜ
ら
れ
な
が
ら
、
翌
年
に
は
歌
を
修
し
て
個
辭
し
、
以
後
、
官
權
と
の
交
わ
り
を
一
切
繦
つ
に
至
る
擧
に
出
た
と
き
、
恐
ら
く
は
老
年
の
僣
都
の
腦
裡
に
は
、
少
年
の
時
に
印
せ
ら
れ
た
こ
の
一
暗
鏡
が
、
再
び
そ
の
に
ぶ
い
光
を
發
し
た
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
ま
た
、
『
往
生
要
集
』
に
お
い
て
そ
の
到
達
の
地
點
に
、
「
答
卯
上
品
之
人
ハ階
位
設
.
鵜
叫
モ下
晶
.
三
生
い
豈
非
∬
我
等
ガ分
一耶
叫
」
(大
文
第
+
問
答
料
簡
・
第
二
往
生
階
位
)働
と
書
き
と
ど
め
た
と
き
、
あ
る
い
は
ま
た
、
死
に
近
き
日
、
人
か
ら
問
わ
れ
る
ま
ま
に
、
。
「復
問
α
何
ゾ
為
ア願
ひ上
品
↓。
濁
ア願
コ下
品
↓
哉
恥
答
卯
揣
勲我
ガ
分
"也
叶
」
(延
暦
寺
首
楞
嚴
院
源
信
僭
都
傳
)㈱
・
と
答
え
た
と
き
、
あ
の
蘭
若
の
經
藏
の
中
で
、
差
し
出
さ
れ
た
一
人
の
僣
の
冷
嚴
な
手
を
思
い
浮
べ
て
た
で
あ
ろ
う
。
僣
都
の
民
衆
へ
の
願
い
は
、
實
は
血
の
願
い
で
あ
る
。
同
族
同
類
へ
の
願
い
で
あ
る
。
僣
都
は
意
を
決
し
て
横
川
に
去
る
。
し
か
し
横
川
に
去
っ
て
も
自
分
を
育
て
た
も
の
が
、
古
代
貴
族
肚
會
を
地
盤
と
す
る
天
台
教
團
で
あ
る
以
上
、
そ
し
て
ま
た
民
衆
へ
の
志
向
が
天
台
教
學
か
ら
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
以
上
、
こ
の
桎
梏
は
深
く
僭
都
を
呪
縛
し
つ
づ
け
た
に
違
い
な
い
。
僭
都
の
内
心
の
戰
い
は
そ
こ
に
あ
っ
た
と
思
う
。
『往
生
要
集
』
三
卷
は
そ
の
苦
鬪
の
tta
録
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
覗
點
か
ら
、
今
そ
の
生
涯
に
お
け
る
宗
教
的
人
間
の
形
成
過
程
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
。
『
延
暦
寺
首
楞
嚴
院
源
信
都
傳
』
に
は
、
若
き
僣
都
の
姿
が
こ
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
ニ
テ
ノ
ヲ
リ
ユ
ジ
テ
ヲ
シ
ノ
ト
ニ
ラ
バ
ノ
ダ
ゼ
「
天
延
年
中
。
以
二
其
翹
楚
一
。
預
二
廣
學
竪
義
一
。
請
二
少
僭
都
禪
藝
一
。
爲
二
探
題
博
士
一
。
問
答
之
間
。
有
二
疑
難
得
否
床
ガ
到
。
ノ
コ
翌
匹
ハ於
ゴ阿
闍
梨
.房
↓
再
ビ織
コ嚢
理
ず
途
。晟
訓
及
科
之
芳
名
↓。
干
時
.春
秋
卅
嵩
リ
矣
。
山
上
.院
内
。
講
經
法
會
之
簿
。論
義
決
ス
ル
ニ
ナリ
の
擇
。
智
辨
拔
群
。」
⑱
ま
た
『
續
本
朝
往
生
傳
』
に
は
、
「才
智
ハ軼
囲輩
碑
問
答
決
擇
之
塵
伊
莫
卩
忝
け
令
一
屈
二
辱
セ其
,
ん
儲
」
御
惠
心
僣
都
に
お
け
る
道
心
一
四
九
'
五
〇
と
記
さ
れ
て
い
る
α
こ
れ
か
ら
察
す
る
に
、
恐
ら
く
す
で
に
山
内
で
は
少
壯
氣
鏡
の
學
者
と
し
て
、
そ
の
雄
辯
と
智
略
は
令
名
を
馳
せ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
學
匠
を
も
っ
て
自
ら
任
じ
、
そ
の
學
殖
と
辯
才
は
當
る
も
の
な
く
、
矜
り
高
き
時
代
で
あ
っ
た
。
討
論
に
當
っ
て
は
相
手
を
完
膚
な
ま
で
叩
き
つ
け
、
そ
の
才
智
を
辯
舌
に
乘
せ
、
流
れ
る
よ
う
に
説
き
去
り
読
き
來
る
自
信
滿
々
の
姿
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
得
意
の
時
代
に
長
く
止
ま
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
名
聞
利
養
に
向
か
い
つ
つ
あ
る
自
己
自
身
に
對
す
る
省
察
が
徐
々
に
内
心
に
萠
し
は
じ
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
轉
機
は
母
に
よ
っ
て
與
え
ら
れ
る
。
レ
ヨ
リ
リ
ニ
シ
ラ
バ
ノ
ヅ
レ
リ
ニ
ノ
イ
テ
ジ
テ
ク
ヒ
バ
レ
ド
モ
ル
セ
ニ
ハ
「
先
レ
是
邂
逅
預
二
公
私
之
請
用
一
。
若
有
二
達
噺
物
↓
先
膾
二
堂
上
一。
其
母
泣
報
日
。
水
薪
寒
温
之
訪
。
非
下
不
二
嘆
美
一者
上
。
ハ
フ
ス
ル
ノ
ミ
ト
メ
ソ
ト
ヲ
シ
テ
セ
ヲ
ケ
タ
ル
ノ
ヲ
バ
ク
テ
シ
ニ
デ
ヲ
尼
之
所
レ
願
者
。
唯
欲
レ
令
三
汝
竟
二
究
頓
證
菩
提
之
道
一也
。
受
二
其
箴
誨
一
之
後
。
永
以
書
レ
紳
。
不
レ
出
二
山
門
一。」
(
延
暦
寺
首
楞
嚴
院
源
信
僣
都
傳
)
㈲
早
く
よ
り
山
に
登
り
、
父
母
を
顧
み
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
父
を
失
い
母
一
人
を
當
麻
の
里
に
殘
し
て
研
學
に
精
進
す
る
日
々
、
と
も
す
れ
ば
心
に
翳
る
思
い
は
そ
の
生
活
の
資
で
あ
る
。
同
じ
傳
記
に
よ
れ
ぼ
、
僭
都
が
ひ
そ
か
に
父
母
の
家
を
辭
し
、
叡
山
を
攀
じ
た
こ
ろ
にス
ラ
ク
ニ
レ
リ
ヤ
ヲ
ゆ
り
「
父
母
號
泣
。
不
レ
知
二
何
去
一。
」
G
と
さ
え
記
さ
れ
て
い
る
。
古
里
の
家
に
殘
す
母
へ
の
思
い
が
、
そ
う
し
た
過
去
を
背
負
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
「
磨
瑩
」
の
勞
を
必
然
的
に
榮
達
へ
の
道
に
振
り
向
け
る
こ
と
に
な
る
の
も
當
然
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
し
て
そ
れ
は
當
時
、
山
上
で
の
世
俗
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
な
お
さ
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
、
據
點
で
あ
る
母
自
身
に
よ
っ
て
覆
さ
れ
る
。
わ
が
子
を
山
に
迭
っ
た
母
の
願
い
は
そ
こ
に
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
「
今
ハ
昔
、
横
川
ノ
源
信
僭
都
ハ
大
和
國
、
葛
下
ノ
郡
ノ
人
也
。
幼
ク
シ
テ
比
叡
ノ
山
二
登
テ
學
問
シ
テ
、
雌
事
无
キ
學
生
二
成
ニ
メ
サ
レ
ハ
テ
ケ
レ
バ
、
三
條
ノ
大
后
ノ
宮
ノ
御
八
講
二
被
召
ニ
ケ
リ
。
八
講
畢
テ
後
、
給
ハ
リ
タ
リ
ケ
ル
捧
物
ノ
物
土
ハ
ヲ
、
少
シ
分
テ
、
大
和
ノ
國
二
有
ル
母
ノ
許
二
『
此
ク
ナ
ム
后
ノ
宮
ノ
御
八
講
二
參
テ
給
ハ
リ
タ
ル
。
始
タ
ル
物
ナ
レ
バ
、
先
ヅ
見
セ
奉
ル
也
』
ト
テ
遣
タ
レ
カ
ヘ
リ
ゴ
ト
オ
コ
バ
、
母
ノ
返
事
二
云
ク
、
『
遣
セ
給
ヘ
ル
物
共
ハ
喜
テ
給
ハ
リ
ヌ
。
此
ク
止
事
无
キ
學
生
二
成
リ
給
ヘ
ル
ハ
、
无
限
ク
喜
ビ
申
ス
。
但
シ
、
此
樣
ノ
御
八
講
二
參
リ
ナ
ド
シ
テ
徹
キ
給
フ
ハ
、
法
師
二
成
シ
聞
エ
シ
本
意
ニ
ハ
非
ズ
・
其
一ス
霧
ク
癰
ラ
メ
ド
モ
・
嫗
ソ
コ
セ
シ
メ
ノ
心
ニ
ハ
違
ヒ
ニ
タ
リ
。
媾
ノ
思
ヒ
シ
事
ハ
、
「
女
子
ハ
數
有
レ
ド
モ
、
男
子
ハ
其
一
人
也
。
其
レ
ヲ
、
元
服
ヲ
モ
不
令
爲
ズ
シ
テ
、
ザ
ィ
タ
ム
比
叡
ノ
山
二
上
ケ
レ
バ
、
學
問
シ
テ
身
ノ
才
吉
ク
有
テ
、
多
武
ノ
峰
ノ
聖
人
ノ
樣
二
貴
ク
テ
、
嫗
ノ
後
世
ヲ
モ
救
ヒ
給
へ
」
ト
思
ヒ
シ
也
。
其
レ
ニ
、
此
ク
名
僭
ニ
テ
花
ヤ
カ
ニ
行
キ
給
ハ
ム
ハ
、
本
意
二
違
フ
事
也
。
「
我
レ
、
年
老
イ
ヌ
。
生
タ
ラ
ム
程
二
聖
人
ニ
オ
ハ
シ
テ
御
セ
ム
ヲ
心
安
ク
見
置
テ
死
ナ
バ
ヤ
」
ト
コ
ソ
思
ヒ
シ
カ
』
ト
書
タ
リ
。
」
(今
昔
物
語
卷
第
+
五
・
源
信
僣
都
母
往
生
語
第
卅
九
)㈱
「
女
子
は
多
く
い
ま
す
が
頼
り
と
す
る
男
子
は
そ
こ
も
と
一
人
で
す
。
そ
れ
を
元
服
も
さ
せ
ず
御
山
へ
や
り
學
問
さ
せ
た
の
は
、
多
武
の
峰
の
増
賀
聖
人
の
よ
う
に
奪
い
聖
に
な
っ
て
、
こ
の
年
寄
り
の
後
世
を
導
い
て
い
た
だ
き
た
い
、
そ
の
思
い
だ
け
だ
っ
た
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
名
僧
知
識
と
し
て
華
や
か
に
ふ
る
ま
っ
て
も
ら
う
た
め
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
私
は
も
う
年
老
い
ま
し
た
。
せ
め
て
生
き
て
い
る
閥
に
、
聖
人
に
お
な
り
に
な
っ
た
そ
こ
も
と
の
お
姿
を
一
目
見
て
、
思
い
殘
す
こ
と
な
く
死
に
た
い
と
思
う
ば
か
り
で
す
。
」
こ
の
書
状
を
涙
の
中
で
披
見
す
る
。
こ
の
母
の
聲
は
僭
都
の
血
の
中
に
寵
る
ト
部
一
族
の
、
遠
い
喚
び
聲
で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
、
今
や
庶
民
の
中
に
沒
し
切
ろ
う
と
す
る
清
原
氏
末
裔
の
所
り
の
聲
と
聞
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
ヒ
ラ
キ
ナ
ク
ナ
「
僭
都
、
此
レ
ヲ
披
テ
見
ル
ニ
モ
涙
ヲ
流
シ
テ
、
泣
辷
ク
、
印
チ
、
亦
、
返
事
ヲ
遣
テ
云
ク
、
『
源
信
ハ
、
更
二
名
僣
セ
ム
心
无
ク
、
カ
只
、
尼
君
ノ
生
キ
給
ヘ
ル
時
、
如
此
ク
止
事
无
キ
宮
原
ノ
御
八
講
ナ
ド
ニ
參
テ
、
聞
カ
セ
奉
ラ
ム
ト
思
フ
心
深
ク
シ
テ
緇
ギ
申
シ
ツ
オ
ホ
セ
ラ
レ
ウ
レ
ル
ニ
、
此
ク
被
仰
タ
レ
バ
、
極
テ
哀
レ
ニ
悲
ク
テ
、
喜
シ
ク
思
ヒ
奉
ル
。
然
レ
バ
、
仰
セ
ニ
隨
テ
山
籠
リ
ヲ
始
テ
、
聖
人
二
成
ヌ
、
惠
心
僣
都
に
お
け
る
道
心
一
互
一
五
二
「今
ハ
値
ハ
ム
」
ト
儒
レ
ム
時
二
襄
キ
・
窖
然
ザ
ラ
ム
限
リ
ハ
山
乳
瞳
ズ
。
但
シ
、
母
ト
申
セ
ド
モ
極
タ
ル
善
杢
コ
ソ
寧
シ
ケ
レ
』
ト
書
テ
遣
リ
ツ
。
」
⑳
『今
昔
物
語
』
は
こ
の
よ
う
に
語
り
繼
い
で
い
る
。
袁
レ
ニ
悲
シ
ク
テ
、
喜
シ
ク
思
ヒ
奉
ル
。
」
と
は
、
そ
の
聲
に
ゆ
す
ぶ
ら
れ
た
僣
都
の
、心
情
を
語
っ
て
餘
り
あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
遠
い
喚
び
聲
を
聞
い
た
今
、
己
が
と
る
べ
き
道
は
、
出
家
に
よ
る
『
出
世
』
の
道
で
は
な
く
、
『
遁
世
』
の
そ
れ
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
再
出
家
の
道
で
あ
る
。
か
く
し
て
「
不
レ
知
二
何
處
二
と
し
た
そ
の
横
川
の
天
地
が
眼
前
に
開
け
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
榮
光
の
座
を
蹴
っ
て
籠
る
山
の
日
々
に
あ
っ
て
も
、
「
其
ノ
返
事
二
云
ク
・
『
今
ナ
蝕
落
居
ア
冥
途
モ
安
ク
思
ユ
ル
・
餮
蒼
シ
ク
思
ヒ
聞
ユ
.
撃
メ
、
譽
泰
卸
ズ
』
ト
.
檜
都
、
此
レ
ヲ
見
テ
、
此
ノ
ニ
度
ノ
返
事
ヲ
法
文
ノ
中
二
巻
キ
置
テ
、
時
辷
取
リ
出
シ
テ
見
ッ
、
ゾ
、
泣
キ
ケ
ル
。
」
㈹
と
叙
す
る
こ
の
物
語
の
行
文
に
接
し
て
、
私
は
、
ふ
と
熱
い
も
の
の
込
み
上
げ
る
の
を
禁
じ
え
な
い
。
こ
の
説
話
は
決
し
て
架
空
の
も
の
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
れ
を
證
す
る
す
べ
は
な
い
が
、
僣
都
の
求
道
の
道
程
に
お
い
て
、
母
は
こ
う
し
た
存
在
に
相
違
な
か
っ
た
と
私
は
思
う
。
横
川
へ
の
道
の
直
接
の
動
因
は
母
に
あ
っ
た
、
そ
う
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
洞
察
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
常
に
「磨
瑩
」
ω
の
據
點
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
ハ
一
方
で
は
、
そ
れ
を
迎
え
る
も
の
と
し
て
、
僭
都
の
内
心
に
熟
し
つ
つ
あ
っ
た
も
の
の
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
す
で
に
名
聞
利
養
に
對
す
る
批
判
と
反
省
が
、
眞
の
佛
教
者
と
し
て
の
廻
心
へ
徐
々
に
動
き
始
め
て
い
た
こ
と
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。
そ
の
傳
記
に
徴
す
る
に
、
こ
れ
に
觸
れ
、
こ
の
間
の
清
息
を
語
る
と
こ
ろ
は
な
い
。
た
だ
、
「
才
學
.慢
心
常
。動
」
於
農
∵
瓢
け此
.
深
.赴
コ道
心
,門
↓。」
働
と
い
う
一
語
は
、
僭
都
の
人
格
的
な
心
情
機
制
を
語
る
も
の
と
し
て
、
示
唆
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
と
思
う
。
お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
そ
の
生
涯
を
っ
き
ま
と
っ
た
命
踵
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
僣
都
の
身
内
に
流
れ
て
い
た
・
か
つ
て
の
名
門
の
血
は
、
今
は
下
降
の
果
て
に
、
庶
民
の
中
に
沒
し
よ
う
と
す
る
に
當
っ
て
、
ひ
と
き
わ
騒
だ
で
あ
ろ
う
・
ひ
た
す
ら
學
匠
へ
の
道
に
驅
り
た
て
た
も
の
は
、
權
勢
へ
の
樹
抗
の
思
い
で
あ
っ
た
。
そ
つ
見
る
の
は
皮
相
の
見
で
あ
ろ
う
か
・
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
驅
り
た
て
た
研
學
心
そ
の
も
の
は
、
ま
た
深
く
僣
都
の
内
、心
に
浸
潤
し
、
道
、心
へ
の
思
婁
喚
起
し
た
箱
違
な
い
。
こ
う
し
て
、
當
代
稀
に
見
る
少
壯
氣
鏡
の
學
匠
か
、b
、
眞
の
佛
教
徒
と
し
て
の
め
ざ
め
を
次
第
に
熟
せ
し
め
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
庶
民
性
へ
の
回
歸
で
あ
る
。
法
橋
の
位
は
甘
ん
じ
て
受
け
た
も
の
の
、
弟
子
嚴
久
大
僭
都
を
介
し
て
の
權
少
僣
都
昇
進
と
い
う
、
こ
の
皮
肉
な
事
の
成
り
行
き
は
、
佛
子
源
信
の
到
底
堪
え
ら
る
べ
き
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
今
は
、
そ
う
し
た
名
聞
か
b
超
然
た
2
つ
る
自
信
の
中
に
あ
っ
た
。
『明
年
修
レ状
固
辭
。
不
レ從
二其
職
一。』
⑱
の
擧
は
こ
う
し
た
内
情
を
負
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
母
の
涙
の
誡
告
に
よ
そ
、
意
を
決
し
て
横
川
に
入
山
す
る
、
こ
の
『盒
日
物
語
』
の
読
話
は
、
僣
都
の
生
涯
に
つ
き
ま
と
っ
て
離
れ
な
か
っ
た
、
研
學
と
道
心
、
精
進
と
沈
濳
、
利
智
の
自
信
と
頑
魯
の
自
覺
、
・:
…
そ
う
し
た
交
錯
樹
比
の
課
題
の
形
象
化
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
・
そ
れ
は
幾
度
か
の
入
山
遁
世
を
重
ね
る
こ
差
よ
っ
て
ひ
と
つ
ひ
と
つ
、
脱
皮
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
叡
山
へ
の
剃
髮
出
家
・
慈
慧
大
僣
正
へ
の
入
室
師
事
、
そ
し
て
横
川
へ
の
再
入
山
、
更
に
花
A口
院
へ
の
隱
居
、
そ
し
て
さ
・り
に
奮
釋
迦
堂
へ
の
入
籠
と
、
そ
れ
は
示
寂
の
寸
前
ま
で
つ
づ
く
の
で
あ
る
。⑳
僣
都
の
宗
教
者
、
念
佛
誉
し
て
の
實
踐
は
、
ま
さ
に
幾
重
に
も
途
げ
b
れ
量
」
・つ
し
た
遁
世
の
過
程
の
中
で
な
さ
れ
る
。
そ
の
自
己
自
身
へ
の
追
究
は
・
同
時
に
+
方
法
界
の
衆
生
へ
の
追
究
に
他
な
ら
な
い
。
大
和
國
の
辱
人
の
子
の
、
限
り
な
籍
進
研
學
は
、
庶
民
の
子
な
る
霰
の
上
昇
で
あ
り
、
そ
の
過
程
に
お
い
羨
々
と
な
さ
れ
る
道
心
へ
の
深
化
も
ま
た
、
庶
民
の
子
な
る
が
故
の
下
降
で
あ
る
・
そ
の
宗
警
と
し
て
の
人
生
の
岐
路
に
は
、
常
に
こ
れ
が
指
針
と
な
っ
て
働
い
て
い
る
。
問
答
決
擇
の
場
で
相
手
を
屈
服
さ
惠
心
僭
都
に
お
け
る
道
心
一
互
二
一
五
四
せ
ず
に
は
お
か
な
か
っ
た
と
い
う
學
匠
た
る
の
矜
恃
と
氣
迫
は
、
實
は
貴
族
の
肚
會
に
伍
し
て
ひ
け
は
と
ら
ぬ
と
い
う
庶
民
の
子
な
る
が
故
の
抵
抗
と
發
憤
の
表
白
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
實
證
せ
ら
れ
た
以
上
は
、
よ
し
母
の
訓
戒
な
く
と
も
、
弊
履
の
ご
と
く
捨
て
て
顧
み
な
い
は
ず
の
地
位
と
名
聲
で
あ
っ
た
。
こ
の
轉
機
を
經
た
後
、
は
じ
め
て
民
衆
佛
教
者
と
し
て
の
實
踐
が
開
始
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
僭
都
が
眞
に
庶
民
の
子
と
し
て
再
生
す
る
の
は
、
か
く
し
て
横
川
の
人
と
な
っ
た
と
き
で
あ
り
、
自
己
自
身
の
得
睨
は
、
同
時
に
同
類
を
救
濟
す
る
道
の
發
見
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
再
生
の
立
場
確
立
の
宣
言
こ
そ
、
『往
生
要
集
』
の
撰
述
で
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
今
ま
で
の
研
學
の
蓄
積
の
一
切
を
傾
け
て
、
濁
世
末
代
の
目
足
た
ら
ん
と
す
る
こ
の
書
の
目
的
が
『
易
覺
易
行
』
に
置
か
れ
た
の
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
書
の
成
立
と
相
前
後
し
て
僣
都
の
着
實
な
實
踐
活
動
が
首
楞
嚴
院
二
十
五
三
昧
會
の
結
成
を
主
軸
に
開
始
さ
れ
る
の
も
、
ま
た
偶
然
で
は
な
い
。
五
、
衆
生
に
化
す
る
さ
き
に
觸
れ
た
ひ
と
つ
の
挿
話
を
、
こ
こ
で
は
『
延
暦
寺
首
楞
嚴
院
源
信
僭
都
傳
』
に
よ
っ
て
伺
っ
て
み
よ
う
。
㈲
「往
年
或
.人
偸
、陽
.臥
智
.
知
行
無
奪
倹
・
葎
.蔓
・
象
.
一..
簷
.。ヤ,
先
・
答
・
蕊
.
軍
先
・
亂
・
諸
行
之
中
。
以
握
.態
晦
,
,念
佛
之
蒐
墾
.。.
法
皇
藤
答
σ
唯
野
.,
,
佛
號
∵
復
亂
何
.
ろ
観
.
壕
答
・
往
生
之
業
　
稱
各
.一.爲
惑
.,
、本
リ自
.瓦
ち
故
.不
觀
毘
但
亦
簸
之
.洗
爲
響
鰍
理
.
之
晦
心
意
明
鳴
.無
糞
夥
二
5
⑳
こ
こ
に
は
、
僣
都
の
念
佛
觀
が
、
お
そ
ら
く
は
後
年
の
人
格
を
と
お
し
て
で
あ
ろ
う
、
問
答
の
中
に
端
的
に
語
ら
れ
て
い
る
。
『理
觀
ー
觀
相
i
稱
名
』
の
念
佛
は
、
こ
の
順
序
で
僭
都
の
宗
教
者
と
し
て
の
形
成
過
程
の
中
で
深
化
せ
ら
れ
て
い
っ
た
階
程
を
示
し
て
い
る
と
思
う
。
と
す
る
な
ら
ば
、
僭
都
の
生
涯
を
こ
の
三
階
程
の
區
分
に
分
け
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
今
、
そ
の
一
々
に
つ
い
て
詳
細
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
僭
都
四
十
三
、
四
十
四
歳
、
『
往
生
要
集
』
選
述
の
時
點
は
、
『
觀
相
ー
稱
名
』
の
展
開
の
時
期
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
問
答
の
時
點
を
こ
の
過
程
に
填
あ
込
む
な
ら
ば
、
こ
れ
よ
り
さ
ら
に
後
期
に
屬
す
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
『
稱
名
』
の
立
場
に
到
達
し
た
こ
と
を
示
し
、
し
か
も
、
そ
れ
以
前
の
階
程
を
包
攝
し
て
回
想
的
に
語
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
見
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
實
に
示
唆
に
富
ん
だ
一
篩
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
宗
教
の
論
理
に
は
、
高
次
の
も
の
が
い
よ
い
よ
深
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
次
第
に
下
降
し
、
つ
い
に
は
初
源
に
還
る
と
い
う
道
程
を
示
す
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
進
展
に
相
違
な
い
の
だ
が
、
い
わ
ぼ
『回
歸
』
と
で
も
稱
す
べ
き
も
の
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
體
驗
を
と
お
し
、
全
人
格
の
傾
倒
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
宗
教
獨
自
の
プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。
念
佛
の
民
衆
へ
の
契
機
の
秘
密
は
こ
こ
に
在
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
道
理
は
、
『往
生
要
集
』
の
念
佛
の
展
開
が
如
實
に
示
し
て
い
る
。
そ
の
理
念
は
あ
く
ま
で
高
く
、
そ
の
實
行
は
極
め
て
卑
近
で
あ
る
。
著
者
の
人
間
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
、
そ
の
全
人
格
が
投
入
さ
れ
た
に
違
い
な
い
こ
の
書
の
特
質
は
こ
こ
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
「下
化
衆
生
」
の
菩
提
心
に
よ
る
、
著
者
自
身
の
念
佛
の
書
で
あ
る
。
そ
の
大
文
第
四
正
修
念
佛
第
三
作
願
門
に
、
菩
提
心
の
行
相
を
明
ら
か
に
し
て
次
の
ご
と
く
言
う
。
「
淨
土
論
、云
ボ
菩
提
・犠
者
。
正
、是
.甌
鶴
,佛
,馬
願
"儁
掃
,
、犠
者
・
邸
.
是
.螽
衆
生
"
、蟷
墜
衆
生
"
、慨
者
・
邸
.匙
シ
テ
ヲ
レ
ン
ト
ス
ル
ス
ノ
ニ
ナ
リ
ニ
フ
ガ
レ
ン
ト
ニ
ニ
ヅ
ク
ス
ヲ
む
攝
二
受
衆
生
一。
生
二
有
レ
佛
國
土
一心
。
今
既
願
レ
生
二
淨
土
二
故
。
先
須
レ
發
二
菩
提
心
一也
σ
」
@
發
菩
提
心
は
衆
生
に
還
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
眞
正
の
も
の
と
な
る
。
こ
れ
が
菩
提
心
の
眞
意
で
あ
る
。
こ
れ
を
別
の
面
か
ら
示
し
た
も
の
が
四
弘
誓
願
で
あ
る
。
惠
心
僣
都
に
お
け
る
道
心
一
五
五
一
五
六
ニ
ハ
ハ
ナ
レ
ド
モ
ツ
テ
バ
ク
バ
セ
ソ
コ
ト
ヲ
コ
衆
生
無
邊
誓
願
度
。
ニ
ハ
ハ
ナ
レ
ド
モ
ツ
テ
バ
ク
パ
ゼ
ツ
コ
ト
ヲ
ニ
煩
惱
無
邊
誓
願
斷
。
ニ
ハ
ハ
ナ
レ
ド
モ
ツ
テ
バ
ク
バ
ラ
ン
コ
ト
ヲ
三
法
門
無
盡
誓
願
知
。
ニ
ハ
ノ
ハ
ツ
テ
バ
ク
バ
セ
ン
コ
ト
ヲ
四
無
上
菩
提
誓
願
證
。
」
そ
の
一
々
を
解
論
し
た
後
、
こ
れ
を
總
括
し
て
次
の
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。
「
初
ノ
一
.約
冠
後
ノ
三
.約
塚
講
垂
星
り
二
論
尊
髫
ト衆
生
、
二
諦
ノ樂
。
織
.致
初
願
ノ虫
.
爲
鶴
究
二立励
圓
・
モ
ソ
ト
ノ
ヲ
ニ
シ
テ
ニ
ス
ナ
リ
ノ
ヲ
滿
此
願
一
。
更
約
二
自
身
一。
發
二
後
三
願
一。
」
四
の
弘
誓
は
『
初
願
』
に
牧
ま
る
と
Q11I
い
、
後
の
三
願
は
自
己
自
身
の
方
便
だ
と
明
言
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
語
を
つ
い
で
、
西
弘
已
篠
・
可
け
云
.自
他
法
界
臥
.利
箋
土
へ
叟
攀
襲
,
佛
豊
。
心
中
、應
葱
。
我
與
二衆
生
集
蛋
二粟
。
圓
二灘
セ
ン
ト
ノ
ヲ
　
ゆ
究
三竟
前
四
弘
願
一。」
侮
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
四
弘
誓
願
の
四
句
に
、
さ
ら
に
二
句
を
加
え
た
僭
都
の
意
圖
は
、
初
願
へ
の
還
元
を
改
め
て
強
調
し
、
確
認
せ
ん
と
す
る
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
『明
奮
口提
心
行
相
一』
の
項
の
文
頭
に
菩
提
心
を
總
括
し
て
、
次
の
句
が
示
さ
れ
て
い
る
。
「
織
.魂
之
.願
作
佛
、膨
・,
亦
藁
上
求
菩
提
・
下
化
衆
生
.心
畷」
働
こ
の
心
の
究
極
の
ね
ら
い
は
「下
化
衆
生
」
に
あ
る
。
し
か
も
、
實
は
出
發
で
あ
る
。
還
元
と
は
生
涯
を
か
け
た
出
發
の
確
證
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
『止
觀
』
の
發
大
・39
の
櫓
都
獨
自
の
解
釋
で
あ
る
。
道
綽
禪
師
の
『
安
樂
集
』
に
よ
っ
て
發
菩
提
心
の
根
源
を
願
作
佛
心
と
し
、㈱
そ
の
願
作
佛
心
と
は
邸
是
度
衆
生
心
で
あ
る
と
す
る
と
こ
ろ
に
、
僭
都
一
代
の
道
心
の
歸
結
が
示
さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
で
あ
ろ
う
。
叡
山
隨
一
の
俊
英
な
る
が
故
に
、
そ
の
才
學
慢
心
の
自
省
の
鞭
が
、
斷
え
ず
嚴
し
く
自
己
の
内
奥
に
加
え
ら
れ
る
、
「
利
智
精
進
」
の
す
え
に
・
「
頑
魯
者
」
の
自
覺
到
達
す
る
。
62
「
頑
」
の
字
は
不
斷
の
自
省
の
結
果
の
表
白
で
あ
ろ
う
。
「
下
化
衆
生
」
と
は
、
菩
薩
が
憐
れ
み
を
も
っ
て
衆
生
を
眺
め
、
衆
生
に
對
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
上
か
ら
の
救
濟
で
は
な
い
。
化
し
て
衆
生
に
な
り
き
る
と
こ
ろ
に
成
立
す
る
自
己
自
身
の
救
い
に
他
な
ら
な
い
。
小
乘
か
ら
大
乘
へ
の
展
開
は
佛
教
自
體
の
歴
史
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ま
た
佛
子
源
信
の
生
涯
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
頑
魯
の
己
れ
が
菩
提
心
を
起
し
て
佛
た
ら
ん
と
す
る
。
衆
生
の
己
れ
が
衆
生
を
度
せ
ん
と
す
る
。
そ
れ
が
「
上
求
菩
提
」
へ
の
道
で
あ
る
。
か
く
し
て
自
己
の
本
性
に
加
え
ら
れ
る
徹
底
的
な
批
判
と
自
覺
、
そ
れ
は
骨
肉
を
截
る
以
上
の
苦
行
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
。
發
菩
提
心
と
は
こ
れ
で
あ
る
。
「
上
求
菩
提
」
は
斷
え
ざ
る
自
己
の
、
衆
生
性
へ
の
反
省
で
あ
り
、
自
覺
で
あ
り
、
下
學
で
あ
る
。
そ
の
あ
げ
く
彌
陀
の
誓
願
を
聞
き
え
た
の
で
あ
る
。
「下
化
衆
生
」
へ
の
道
は
こ
う
し
て
開
か
れ
る
。
こ
の
上
下
二
方
向
の
矛
盾
を
自
己
に
お
い
て
統
一
す
る
に
は
、
「
衆
生
二
化
ス
ル
」
念
佛
以
外
に
は
あ
り
え
な
い
。
僭
都
の
道
心
は
絡
に
こ
こ
に
到
達
す
る
。
寛
仁
元
年
(
一
〇
一
七
)
僣
都
七
十
六
歳
の
五
月
に
成
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
『
觀
心
略
要
集
』
㈲
第
一
擧
娑
婆
界
過
失
の
章
に
次
の
よ
う
な
表
白
が
あ
る
。
「
象
恩
愛
.家
↓・
而
.其
.身
.ゑ
欝
籤
蕕
.峯
俗
塵
.監
。
而
.其
.心
.奮
聚
蕾
里
。」
岡
畢
・乍
藝
塁
・
何
ゾ
劉
.塰
日
旦
・
董
將
葡
.奮
在
渥
露
鑒
・提
之
資
鼠
.
再
ビ
壁
.,
三
途
之
冥
既
.
笥
如
聾
蘊
.込
・
不
レ塁
一
集
墜
崑
鑰
.山
∵
喬
黒
片
藁
其
.忍
入
郵
山
↓者
.
誰
.魁
あ
潔
ち
。
既
。劉
窪
寳
粤
不
レ聾
幾
.亊
.露
↓・
縱
.熱
.
.ド
.習
那
法
ズ
薯
.隻
辭
型
等
何
ゾ暑
.
些
鷹
墜
。博
遅
頭
之
生
。L
鋤
こ
れ
は
、
觀
法
の
秘
要
を
読
く
言
句
の
間
に
、
思
わ
ず
滲
み
出
た
著
者
自
身
の
人
生
の
涙
痕
と
も
見
え
る
の
で
あ
る
。
「
初
發
心
,唯
上
裘
。提
之
志
愚
下
化
衆
生
之
思
.凱
亂
.
.煩
惱
内
。競
.鳳
惡
縁
外
。頻
.既
之
.柊
千
葵
之
喧
聾
,
惠
心
僣
都
に
お
け
る
道
心
一
五
七
一
五
八
其
.
心
づ
最
モ希
也
。
大
論
、
瓦
。
菩
臨
發
大
・魁
。
魚
予
。
菴
羅
薫
。
三
事
因
.
時
ハ舞
鋳
ド
モ嚥
h
果
.時
ハ甚
ダ
少
シ
云
云
若
シ
缶
計
獣
土
噸
豈
襲
㎡
.哉
。
匹
.伏
齋
惱
∵
然
墨
善
盈
自
然
、増
二灘
導
・
流
ニハ
.薩
婆
若
.
準
騏
.傍
二謁
.安
養
.
淨
刹
∵
自
行
化
他
ナ
ラ
ソ
コ
ト
ヲ
み
自
在
。
」
㊤
.
,
'
.
・
、
そ
の
安
養
の
淨
刹
に
往
詣
す
る
道
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
摸
索
の
す
え
に
捉
え
た
も
の
は
何
で
あ
っ
た
か
。
「雖
峯
,,
濁
惡
不
善
.世
∵
嵐
働
恥
爾
陀
.誓
堕
・
雛
聾
誠
心
念
佛
.専
必
.
灘
往
生
之
素
聾
嚢
.
所
レ磯
多
ルガ
ニ
ロ
在
二彌
陀
一故
也
。」
(同
・
第
二
寄
念
佛
明
觀
心
)
侮
そ
の
彌
陀
の
淨
刹
の
、
こ
の
世
か
ら
の
さ
さ
や
か
な
、
し
か
し
忠
實
な
模
寫
が
横
川
首
楞
嚴
院
二
十
五
三
昧
會
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
僭
都
の
道
心
の
必
然
の
到
達
點
で
あ
り
、
そ
の
念
佛
が
次
第
に
稱
名
に
向
か
う
必
然
を
内
包
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
古
來
、
理
觀
の
書
と
目
さ
れ
た
最
後
の
著
作
、
こ
の
『
觀
心
略
要
集
』
r
の
絡
章
、
第
十
問
答
料
簡
釋
疑
に
、
か
く
説
か
れ
た
一
節
が
あ
る
。
「
嚇
秀
修
郵
甑
。
只
璽
一
佛
.名
塾
人
・
聳
往
生
不
.耜
・
籠
亦
砿
得
二往
生
也
・
彼
.
馨
定
生
之
甌
未
〃
云
P
蟻
理
墾
。
窶
來
迎
。
之
舞
只
是
.至
心
.稱
篭
夫
.名
號
.功
徳
.易
莫
な
.
蜘
ω
質
、覆
申
.
三
諦
・
法
報
應
・
三
身
・
佛
藩
.
三
寳
。
三
徳
。
三
般
若
。
如
露
.等
,
一
切
,法
門
。
悉
ク墨
阿
彌
陀
,
三
字
∵
故
、野
バ其
,
名
號
↓・
印
チ
亜
八
萬
ノ
法
藏
"・
持
コ三
世
.佛
呈
也
。
衡
、稱
葱
、癬
陀
佛
↓・
冥
.聾
.此
.諸
功
箪
・
獪
.如
璽
丸
香
.
至
衆
香
悉
.蕪
・
昼
鳶
・
星
フ
ル
ガ
ノ
ヲ
ゆ
用
中
衆
河
水
上
耳
。
」
㊨
こ
れ
は
、
理
觀
を
説
き
進
ん
だ
こ
の
書
の
歸
結
で
あ
り
、
僣
都
の
念
佛
の
究
極
で
あ
る
。
霰
心
.念
鰓
載
獄
、哉
.
智
解
薩
智
、魅
.獪
.
不
レ璽
羅
∵
温
.
尼
匁
在
侮
・L
商
悉
.玖
..
江
海
†
要
・
之
・訳
線
圃
萎
.必
.駛
堕
.
要
.
之
.善
.
鳳
念
佛
.丕
.滋
.
钁
.
要
.之
.星
・
雖
翫
亂
.中
.
念
壕
、
只
旦
、誠
心
蓬
・
墾
ヲ
か
引
攝
一
。
」
㊨
理
觀
の
理
に
徹
す
れ
ば
徹
す
る
ほ
ど
、
初
願
の
た
め
に
は
念
佛
は
事
理
を
兼
ね
ね
ば
な
ら
な
い
ゆ
こ
れ
が
生
涯
を
か
け
て
自
ら
の
、心
を
み
つ
め
た
僣
都
の
觀
不
思
議
境
で
あ
り
、
こ
れ
を
『
圓
觀
.
念
佛
』
と
さ
れ
た
。
㈹
訣
別
の
書
と
も
い
う
べ
き
こ
の
著
の
眞
意
は
そ
お
こ
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
導
い
た
も
の
こ
そ
、
眞
正
の
菩
提
心
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
⑯
「
從
郵
.黌
和
年
屮
・
灘
病
.不
レ
璽
起
昼
・
然
癒
.正
念
不
亂
・
念
佛
不
嬉
身
分
.逐
け日
.枯
苑
智
力
.塗
日
.増
亀
些
及
.寛
仁
元
年
正
月
中
包
・
慧
.苦
矯
皆
悉
.
夲
璽
「身
.監
表
常
嵯
、免
覆
之
苦
粗
。
心
.星
明
き
(墓
嚴
院
廿
五
三
昧
結
縁
過
去
帳
)
㈱
こ
う
し
た
日
々
に
、
こ
の
著
述
の
筆
は
斷
續
し
て
進
あ
ら
れ
た
に
相
違
な
い
。
心
意
い
よ
い
よ
澄
み
わ
た
り
、
生
涯
不
斷
の
道
心
は
そ
の
ゆ
き
つ
く
と
こ
ろ
を
觀
て
い
た
の
で
あ
る
。
「
縱
.讐
粲
之
石
虱
↓・
方
、垂
四
+
八
願
.
王
之
彗
,欲
灑
郵
餐
苦
之
鼠
。
旺
.聾
沙
既
。
浜
手
.而
な
.
宣
ハ官
之
責
不
罰
所
"鬼
不
レ典
墜
悉
婁
佛
法
一♂
釋
迦
.
遺
教
轟
、蟻
聾
、之
比
之
媒
不
麁
謂
茎
具
謬
星
。
六
鑿
.鵜
.聾
.
修
.徳
奮
。謬
也
・
只
肇
天
性
繕
之
失
∵
卷
害
.無
螢
.
不
二
亦
亙
.箭
。
我
爭
.
必
.
以
琴
生
可
璽
生
死
.絡
↓
乎
。
弥
疑
.臨
輸
最
後
糶
之
時
蕊
.
濁
.安
二住
.正
念
∵
犠
..思
.鵬
..覧
覇
生
芟
蔑
匙
.轟
..廚
二就
.
+
鼠
。
+
念
若
シ
碗
似
往
虫
ソ
禾
け
疑
凸
絢
〔
註
〕
冖田
惠
・心
僣
一都
即全
山集
第
一
.
ゴ
ゴ
五
六
ペ
ー
ジ
ω
僣
都
入
寂
は
寛
仁
元
年
(
一
〇
一
七
)
六
月
十
日
、
年
七
十
六
。
(
惠
心
僭
都
全
集
第
一
.
六
七
七
ペ
ー
ジ
)
㈲
惠
心
櫓
都
全
集
第
一
・
六
八
一
ペ
ー
ジ
惠
心
僭
都
に
お
け
る
道
心
一
五
九
一
六
〇
ω
惠
・心
僣
旧都
全
集
第
一
・
六
八
一
ペ
ー
ジ
㈲
惠
心
僣
都
全
集
第
五
・
六
六
〇
ペ
ー
ジ
㈲
凹
惠
・心
僣
旧都
全
岳宋
第
五
・
六
六
ゐバ
ー
七
ペ
ー
ジ
ω
こ
の
傳
は
惠
心
僭
都
全
集
第
五
.
六
六
五
ー
六
ペ
ー
ジ
そ
の
上
欄
註
に
「
不
知
其
數
云
云
以
下
原
本
有
脱
落
」
の
記
載
が
あ
る
。
『
過
去
帳
』
は
惠
心
僭
都
全
集
第
一
・
六
八
一
ー
1
1
°l
-̂
ジ
㈲
惠
心
僣
都
全
集
第
五
・
六
六
七
ペ
ー
ジ
㈲
續
淨
土
宗
全
書
六
・
二
三
-
四
ペ
ー
ジ
⑳
源
廣
宣
著
『
源
信
』
・
二
八
ペ
ー
ジ
お
よ
び
三
〇
ー
一
ペ
ー
ジ
㈲
四
惠
・心
僣
一都
ム止
集
第
一
・
六
七
九
ペ
ー
ジ
⑬
惠
心
僭
都
全
集
第
五
・
六
六
五
ペ
ー
ジ
こ
の
傳
が
『
過
去
帳
』
と
も
、
ま
た
『
續
本
朝
往
生
傳
』
と
も
違
う
と
こ
ろ
は
、
「
觀
レ
理
之
時
。
心
意
明
了
。
無
レ
有
二
障
碍
一
云
。
」
の
文
に
至
っ
て
「
我
」
の
一
字
を
去
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
こ
こ
で
、
こ
の
挿
話
を
打
ち
切
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
僭
都
の
理
觀
の
状
態
を
信
都
自
身
の
口
か
ら
で
は
な
く
、
筆
者
の
所
見
と
し
て
述
べ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
僭
都
の
理
觀
に
封
す
る
完
全
な
訣
別
を
意
味
し
、
「
末
代
希
有
」
の
高
僭
の
姿
は
、
い
っ
そ
う
の
内
面
化
を
途
げ
て
い
る
。
こ
の
故
に
、
『
過
去
帳
』
が
さ
ら
に
語
を
つ
い
で
「
今
靜
念
レ
之
」
以
下
の
所
懐
を
附
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ
を
蛇
足
と
し
て
切
り
棄
て
て
し
ま
う
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
傳
が
『
過
去
帳
』
を
「
文
詞
殊
錯
。
絡
始
不
レ
允
。
」
(惠
心
僣
都
全
集
第
五
・
六
六
七
ペ
ー
ジ
本
論
・
資
料
日
)
と
評
し
て
い
る
の
は
こ
う
し
た
點
を
指
摘
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
本
論
・
三
を
參
照
。
㈱
續
淨
土
宗
全
書
六
.
二
三
ぺ
ー
ジ
下
ー
四
ペ
ー
ジ
上
こ
の
傳
は
註
働
に
記
し
た
「
觀
レ
理
之
時
。
心
意
明
了
。
無
レ
有
二
障
碍
こ
の
上
に
ま
た
「
我
」
の
字
を
加
え
て
い
る
。
『
別
傳
』
の
配
慮
が
無
靦
さ
れ
た
感
じ
で
あ
る
。
そ
の
上
、
『
過
去
帳
』
の
「
見
二
其
意
氣
一。
所
解
似
レ
深
。
」
以
下
の
文
を
も
綵
録
し
て
い
な
い
。
⑭
惠
心
僣
都
全
集
第
五
・
六
五
九
ペ
ー
ジ
シ
テ
ニ
ム
セ
ヲ
リ
ヌ
ル
シ
テ
㈲
扶
桑
略
記
「
永
承
七
年
壬
辰
正
月
廿
六
日
癸
酉
。
屈
二請
千
僭
於
大
極
殿
一。
令
レ
轉
二
讀
觀
音
經
一。
自
二
去
冬
一疾
疫
流
行
。
改
年
已
後
。
彌
以
ナ
リ
ツ
テ
カ
ン
ガ
ヲ
メ
テ
レ
リ
ニ
熾
盛
。
仍
爲
レ
除
二
其
災
一
也
。
今
年
。
始
入
二末
法
一。
(國
史
大
系
第
六
卷
.
七
九
六
ペ
ー
ジ
)
㈹
往
生
要
集
大
文
第
七
念
佛
利
盆
・
惠
心
僣
都
全
集
第
一
.
一
八
八
ペ
ー
ジ
⑳
往
生
要
集
大
文
第
八
念
佛
證
據
・
惠
心
僣
都
全
集
第
一
.
二
〇
九
ペ
ー
ジ
⑯
往
生
要
集
大
文
第
三
極
樂
證
據
・
惠
心
僭
都
全
集
第
一
.
六
八
ペ
ー
ジ
第
二
對
兜
率
の
章
に
懷
感
の
『
群
疑
論
』
に
よ
っ
て
西
方
と
兜
率
と
を
對
比
し
、
往
生
の
難
易
に
つ
い
て
八
の
違
い
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
第
七
ノ
に
「
重
惡
異
」
と
し
て
示
さ
れ
た
の
が
こ
の
語
で
あ
る
。
⑲
續
淨
土
宗
全
書
六
.
二
三
ペ
ー
ジ
下
⑫①
す
で
に
1)11I
.し
た
と
お
り
、
惠
心
僣
都
全
集
第
五
・
六
六
五
-
六
ペ
ー
ジ
の
脱
落
で
あ
る
。
こ
の
全
集
五
卷
本
は
、
昭
和
三
年
比
叡
山
圖
書
刊
行
所
よ
り
出
版
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
べ
ー
ジ
に
は
頭
註
に
「
不
知
其
數
云
云
以
下
原
本
有
脱
落
或
彫
以
下
至
伎
樂
云
云
文
依
續
本
朝
高
檜
傳
且
補
之
」
と
し
て
そ
の
一
部
は
埋
め
ら
れ
て
は
い
る
が
完
全
な
補
充
で
は
な
い
。
こ
れ
は
さ
ら
に
『
過
去
帳
』
記
載
の
文
を
あ
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
完
全
な
も
の
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
全
集
五
卷
本
の
前
身
と
も
い
う
べ
き
大
正
五
年
惠
心
僣
都
九
百
年
遠
忌
事
務
所
刊
行
に
よ
る
獅
子
王
圓
純
編
惠
心
僭
都
全
集
四
卷
本
第
四
・
四
一
六
ぺ
ー
ジ
に
は
、
考
と
し
て
本
文
中
の
行
間
に
註
し
、
「
已
下
原
本
九
紙
脱
落
」
と
し
て
空
白
が
置
か
れ
て
い
る
。
⑳
惠
心
僣
都
全
集
第
一
・
六
八
マ
ー
二
ペ
ー
ジ
延
暦
寺
首
楞
嚴
院
源
信
僣
都
傳
(續
本
朝
往
生
傳
に
い
う
『
別
傳
』
)
で
は
、
「
生
復
問
。
何
故
其
爾
。
」
以
下
(
本
論
引
用
文
、
四
十
一
字
め
)
は
、
こ
の
文
に
相
當
す
る
。
働
惠
・心
僣
一都
全
集
第
五
℃
六
六
六
-
七
ペ
ー
ジ
㈱
惠
心
僣
都
全
集
第
五
.
六
六
七
ペ
ー
ジ
『
過
去
帳
』
に
お
い
て
は
、
こ
の
部
分
の
末
尾
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
虱
臨
.示
現
所
告
玖
簪
夢
.勤
臥
尾
故
.丕
粟
ク
.冗
㌔・」
(惠
心
僣
都
全
集
第
五
・
六
八
ニ
ペ
↓
)
信
都
が
夲
常
「
下
晶
蓮
」
を
望
み
、
そ
の
願
の
と
お
り
に
極
樂
の
「
最
外
」
に
生
れ
ら
れ
た
こ
と
に
對
す
る
あ
る
種
の
疑
惑
を
、
こ
れ
は
表
明
し
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
相
違
は
、
惠
心
像
把
握
の
道
の
四
十
餘
年
の
道
標
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
図
續
淨
土
宗
全
書
六
・
二
三
ペ
ー
ジ
上
-
下
惠
心
僭
都
に
お
け
る
道
心
一̀
六
一
一
六
二
㈲
頭
註
に
「
垓
疑
孩
」
と
あ
り
。
㈱
頭
註
に
「
少
疑
小
」
と
あ
り
。
㈱
頭
註
、
同
じ
く
。
㈱
頭
註
に
「
考
努
下
疑
脱
力
字
」
と
あ
り
。
衂
惠
心
僭
都
全
集
第
五
.
六
六
一
ぺ
ー
ジ
こ
の
話
題
は
『
過
去
帳
』
を
は
じ
め
、
『
法
華
驗
記
』
に
も
録
さ
れ
て
お
り
、
内
容
に
大
差
は
認
め
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
こ
の
傳
が
も
っ
と
も
具
象
化
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
『
過
去
帳
』
の
文
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
ニ
シ
テ
ス
ル
ヲ
テ
ノ
ニ
ラ
ク
ニ
リ
ノ
ニ
リ
ノ
ハ
ハ
ハ
ハ
ナ
リ
ニ
リ
「
少
年
修
二
年
三
齋
戒
一之
間
。
於
二
彼
高
尾
寺
一
。
夢
見
堂
申
有
レ
藏
。
其
中
有
二
種
種
鏡
一。
或
大
或
小
。
或
明
或
暗
。
爰
有
二
一
僣
一。
リ
テ
ノ
ヲ
フ
ヲ
ペ
テ
ク
ノ
ハ
テ
ン
ノ
ニ
カ
ス
ト
ソ
ト
ノ
ヲ
ヘ
テ
ク
ハ
ズ
ガ
ニ
ガ
ハ
レ
取
二
一
小
暗
鏡
一與
レ之
。
小
兒
陳
云
。
此
小
暗
鏡
。
申
二
何
用
一乎
。
欲
レ
得
二
彼
大
明
鏡
一。
云
云
僭
答
云
。
彼
非
二
汝
分
一。
汝
分
是
也
。
チ
テ
リ
ニ
シ
ト
フ
ヲ
ラ
ト
ハ
レ
ナ
ル
ヤ
ヲ
持
至
二
横
川
一。
可
レ
加
二
磨
瑩
一。
云
云
于
レ
時
。
不
レ
知
二
横
川
是
何
處
一
也
。
」
(
惠
心
僣
都
全
集
第
一
・
六
七
七
ペ
ー
ジ
)
㈲
首
楞
嚴
院
廿
五
三
昧
結
縁
過
去
帳
の
冒
頭
の
文
ハ
レ
ノ
ノ
ハ
ハ
ナ
リ
ニ
リ
ハ
モ
シ
ト
ダ
ハ
レ
ニ
シ
テ
「
僭
都
本
是
大
和
國
葛
木
下
郡
人
也
。
父
占
部
正
親
。
母
清
原
氏
。
家
有
一二
男
四
女
↓
父
雖
レ
無
二
道
心
↓
性
甚
質
直
也
。
母
是
善
女
。
リ
イ
ニ
シ
ム
ノ
ヲ
有
二
大
道
心
一。
出
家
入
道
。
修
二
西
方
業
一。
」
(惠
心
僭
都
全
集
第
一
・
六
七
七
ペ
ー
ジ
)
太
田
亮
氏
は
、
僭
都
の
父
姓
『
卜
部
』
(他
傳
に
は
『
卜
部
』
と
あ
り
)
に
つ
い
て
、
大
和
の
ト
部
の
一
族
と
見
、
葛
城
の
紳
に
奉
仕
し
た
古
卜
家
の
後
裔
で
あ
ろ
う
と
推
定
し
て
お
ら
れ
る
。
古
卜
家
と
は
、
氏
の
考
證
に
よ
れ
ば
、
『
令
集
解
卷
二
・
職
員
令
條
』
あ
る
い
は
『
延
喜
式
』
に
見
え
る
『
卜
部
』
、
す
な
わ
ち
祚
祗
官
に
採
用
さ
れ
た
ト
部
で
は
な
く
、
そ
れ
と
は
別
系
統
の
中
古
初
期
の
戸
籍
や
古
文
書
に
見
え
る
諸
國
の
ト
部
氏
の
一
で
あ
り
、
わ
が
國
の
古
卜
、
い
わ
ゆ
る
フ
ト
マ
ニ
に
關
與
し
た
人
々
の
名
殘
で
あ
る
。
(姓
氏
家
系
大
辭
典
第
一
卷
・
七
五
五
l
I
六
ペ
ー
ジ
)
㈲
延
暦
寺
首
楞
嚴
院
源
信
僣
都
傳
に
、
「
夏
五
月
。
爲
訪
權
少
僣
都
↓。
明
年
煬
"
歌
.
固
辭
帥
不
レ
從
,
其
,
職
了
隠
コ
居
テ
山
谷
～
。
佩
、修
郭
淨
土
之
業
↓
焉
。
」
(
惠
心
僣
都
全
集
第
五
.
六
六
四
-
五
ペ
ー
ジ
)
と
あ
り
、
こ
の
「
夏
五
月
」
は
、
同
傳
に
「
年
登
二
六
十
匚
の
年
と
な
っ
て
い
る
。
(
同
・
六
六
四
ペ
ー
ジ
)
翩
惠
心
僭
都
全
集
第
一
.
ご
二
九
ペ
ー
ジ
㈹
本
論
・
註
⑳
參
照
耡
惠
心
晒悋
都
全
佳
木
鯢弟
五
・
六
六
一
ぺ
ー
ジ
働
續
淨
土
宗
全
書
六
・
二
三
ペ
ー
ジ
上
㈲
惠
・心
照慴
都
全
山集
第
五
.
六
六
一二
ペ
ー
ジ
㈱
惠
心
僣
一都
全
ψ集
第
五
.
六
六
一
ぺ
ー
ジ
㈱
日
本
古
典
文
學
大
系
24
(
岩
波
書
店
刊
)
三
九
六
-
七
ペ
ー
ジ
㈱
同
.
三
九
七
.ペ
ー
ジ
㈲
is
°C
--
ジ
⑯
本
論
.
註
㈱
參
照
働
本
論
・
註
⑳
參
照
⑱
本
論
・
註
耡
參
照
ω
延
暦
寺
首
楞
嚴
院
源
信
僣
都
傳
に
よ
る
。
㈲
本
論
・
一
お
よ
び
註
働
參
照
㈹
頭
註
に
「
是
疑
足
」
と
あ
り
㈲
惠
心
僣
旧都
全
集
第
五
.
六
六
五
ペ
ー
ジ
㈹
惠
心
僭
都
全
集
第
一
.
七
四
ペ
ー
ジ
㈲
惠
心
僣
都
全
集
第
一
・
七
四
-
五
ペ
ー
ジ
岡
惠
・心
旧榴
都
全
集
第
一
.
七
六
ぺ
ー
ジ
.
㈱
惠
・心
僣
一都
全
集
第
一
.
七
六
ー
七
ペ
ー
ジ
働
惠
心
僣
都
全
集
第
一
.
七
四
ペ
ー
ジ
ノ
ニ
ク
ニ
ク
ソ
バ
バ
セ
ソ
ト
ニ
ズ
シ
ス
ル
ヲ
ヲ
ス
ト
鰌
惠
心
僣
都
全
集
第
一
・
七
三
ー
四
ペ
ー
ジ
「
綽
禪
師
安
樂
集
云
。
大
經
云
。
凡
欲
・
往
二
生
淨
土
一。
要
須
下
發
二
菩
提
心
一
爲
上
・
源
。
」
シ
ノ
ハ
ノ
ズ
ニ
ノ
ハ
ノ
レ
シ
ハ
ダ
岡
惠
心
僭
都
全
集
第
一
・
一
ペ
ー
ジ
往
生
要
集
序
文
「
但
顯
密
敏
法
。
其
文
非
レ
一
。
事
理
業
因
。
其
行
惟
多
。
利
智
精
進
之
人
。
未
レ
サ
シ
ト
キ
ガ
ヘ
テ
セ
ソ
ヤ
爲
レ
難
。
如
レ
予
頑
魯
之
者
。
豈
敢
矣
。
」
ニ
ス
駒
同
書
の
序
文
に
、
「
于
レ
時
強
圉
之
載
。
夏
五
月
序
。
」
(惠
心
僣
都
全
集
第
一
.
二
七
三
ペ
ー
ジ
)
と
あ
り
、
「
強
圉
」
は
丁
の
異
名
。
丁
巳
に
當
る
こ
の
年
と
推
定
。
と
こ
ろ
が
石
田
瑞
麿
氏
は
こ
の
書
の
著
作
年
代
を
、
『
阿
彌
陀
經
略
記
』
が
書
か
れ
た
長
和
三
年
(
一
〇
一
四
)
よ
り
以
前
、
『
横
惠
心
僭
都
に
お
け
る
道
心
一
六
三
エ
ハ
四
川
首
楞
嚴
院
二
十
五
三
昧
式
』
が
書
か
れ
た
永
延
二
年
(
九
八
八
)
よ
り
以
後
と
し
、
そ
の
間
の
丁
の
年
次
、
長
徳
三
年
(九
九
七
)
か
寛
弘
四
年
(
一
〇
〇
七
)
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
。
(
日
本
思
想
大
系
6
源
信
(岩
波
書
店
刊
)
・
四
五
〇
i
五
一
ペ
ー
ジ
)
し
か
し
、
こ
の
書
『
觀
心
略
要
集
』
を
、
『
阿
彌
陀
經
略
記
』
の
前
に
置
か
ね
ば
な
ら
ぬ
必
然
性
が
充
分
に
立
證
さ
れ
た
と
は
い
い
が
た
い
。
こ
の
小
論
に
お
い
て
、
こ
の
書
が
僣
都
示
寂
の
年
、
し
か
も
入
寂
一
か
月
前
に
成
っ
た
と
推
定
す
る
理
由
は
、
以
下
に
引
用
す
る
句
々
が
、
死
期
の
近
き
を
豫
見
さ
れ
た
も
の
と
見
え
る
こ
と
に
あ
る
し
、
き
ら
に
こ
の
書
の
末
尾
に
記
さ
れ
た
次
の
語
が
、
註
㈹
の
文
と
封
照
の
上
で
、
そ
の
病
床
の
作
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ニ
モ
ナ
リ
ト
ゾ
ラ
ン
カ
ヲ
「
實
雖
二
痞
聾
之
身
一。
何
亦
不
レ
導
二
迷
者
一乎
。
」
(
第
十
聞
答
料
簡
釋
疑
.
惠
心
僭
都
全
集
第
一
.
三
三
七
ペ
ー
ジ
)
.
こ
の
こ
と
は
、
僣
都
の
念
佛
觀
形
成
過
程
の
研
究
の
上
で
、
さ
ら
に
檢
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
岡
惠
心
僣
都
全
集
第
一
.
二
七
五
ペ
ー
ジ
㈲
惠
心
僭
都
全
集
第
一
.
二
七
六
ぺ
ー
ジ
働
惠
心
僭
都
全
集
第
一
・
二
七
六
-
七
ペ
ー
ジ
69
惠
心
僣
都
全
集
第
一
・
二
七
七
ペ
ー
ジ
㈹
惠
心
櫓
都
全
集
第
一
.
三
二
九
ー
1
10
°l
ー
ジ
㈹
惠
心
僭
都
全
集
第
一
二
ニ
ゴ
=
ペ
ー
ジ
テ
テ
ヲ
ハ
ソ
ヤ
ヲ
キ
ヒ
テ
ノ
ニ
カ
ニ
ス
ノ
ヲ
㈱
惠
心
僭
都
全
集
第
一
・
三
三
一
ペ
ー
ジ
「
豈
捨
二
理
觀
之
如
意
一。
而
諍
二
散
心
之
水
精
叩
尚
可
下
從
二
眞
善
知
識
一速
修
中
習
圓
觀
念
佛
上
也
。
」
カ
リ
チ
タ
ル
ヲ
テ
ヲ
シ
テ
ト
キ
ナ
リ
フ
ヲ
ゼ
ノ
ヲ
ノ
ニ
ス
ル
コ
ヲ
ィ
ハ
パ
同
・
三
三
ニ
ペ
ー
ジ
「
何
人
從
二
初
心
一師
得
レ
理
耶
。
以
レ
事
爲
二初
門
一。
可
レ
習
二
理
觀
一。
又
不
レ
論
二
功
徳
勝
劣
一。
事
理
念
佛
倶
往
生
者
。
シ
ク
ス
フ
ガ
ヲ
只
可
レ
如
レ
救
二
頭
然
↓
」
㈹
惠
心
僣
都
全
集
第
一
.
三
一
三
ペ
ー
ジ
・
第
九
發
眞
正
菩
提
心
㈹
惠
心
僣
都
全
集
第
一
・
六
七
九
ー
八
〇
ペ
ー
ジ
絢
惠
心
僣
都
全
集
第
一
.
三
三
四
ペ
ー
ジ
.
觀
心
骼
要
集
第
十
間
答
料
簡
釋
疑
